
アクションプラン最終評価

所属名[教育委員会(事務局)教育総務課 問一
項目義昭l
(1 )項目 13学校を支える教育環境の充実

(11 )特色ある学校運営の推進

[目指すところ1

D県民に聞かれ、信頼される学校づくり

議 の 自 立 と 酬の向上

3言語組織運皇室自の議
塁塁器22精神穣ふの対応

①県震に関かれ、信頼される学校づくり

取組の方向

・保護者、地域住民等の理解と参薗を得て、学校、家庭、地域の連携協力による学校づくりを目指します。
・学校教育の成果とE題、自己評価及び学校 係者による評価結果の公表やその結果に基づき授業改革を始めとする学校運営の改善を図る
など、保護者や地域住民等県民への説明 任を適切に果たす取組を充実します。
:芸校公開週間の実施呼こよる開かれた学校づくりの推進や学校支援ボランティアによる支援など、学校サポート体制の強化?目指します。

職員一人ひとりの云ンライアンスの意識の徹底を図るとともに、不祥事を起こさない、起こさせない職場風土を構築します。 ト(12)に再掲】

:1225FJL野手与すd事業

:ii選iiii著izz-

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

L •• ーι 且・ ・・ a ~~~. ーム..‘ .. 6・・ ・・ ・~...・・ ーー・・ .・・・・・・・・.~.ー・比 一一一 ・

平成26年度の取組状況と成果等
一一、 平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果
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i訟拭:訟誠;認;沼…あ踊悶悶…る掠杭即ま抗却ち肘づ…〈

orη;授呈業改革ステツプ7ツプ事業JIはま、第1回連絡協議会開催、アンケー|の連絡協霊会では、各市町村の取組状況や実施上の課題について共

芳野義溜議鑓六言活詰繍思銭議賢三ツl匙却組5232妥協を思議2銭箱53諸説
県教員への成果の普及の足〈かりとした。 1をパめた。
O学力向上実践研究雄進事業実施l立、 H26年劇立実施校無し。 1【高等学校課】
or土曜授業実施支量事業J(国事業)1立、2町(南部町、日南町)から 10前回評価に基づく改善計画が進行し、より聞かれた学校運営がなさ
申請を受け、実施計画に基づき実施。 1れている.
or地域の豊かな社会資源を活用した土曜日の教育支援体制等構築
事業J(国事業)は、 1町(南部町)から申請を受It、実施計画に基づき

き陸曜授業等実舷支援事業J(県事業)は、7市町村村申請を受け、
実施計画に基づき実施。
011月13日lこ「土曜授業等実施支援事業連絡協議会Jを開催。
02月1日に「土曜授業等推進フォーラムJを開催。
[高等学校課1
0平価委員の佳命と、学校評価の実施。

課題及び今後四取組

②学校の畠立と課題解決カの向上

取組の方向

今後の取組

【教育総務課】
O推進員への活動支援や各所属への啓発に係る情報提供などを進
め、引き続き教職員の意識への浸透を図っていく。
【小中学校課】
〈地域で育む学校支援ボラン子ィア事業及び学校支援地域本部事

き主市町村及び学校に対して、課題に関する情報提供や事業推進の
働きかけを行う。
くその他の事業〉
or授業改革ステップアップ事業」実施校区・学校での本年度の取組の
検証改善プランを次年度のカリキュラムマネジメントに活かす。
0積極的な情幸司自彊供を行うなどして市町村の取組を支援し、全県的な
推進を図る。
【高等学校課】
O評価委員研修の充実と評価方法の柔軟な見直し。

・県立学校の学校裁量予算が、各学校の課題や生徒の実態に応じて、学校長が、より創意あふれる学校経営ができるよう制度の充実、改善を
図ります。
・自らの学校が抱える課題をしっかりと把握し、その解決に向けてコミュニティスウールの導入や土曜日を活用Lた取組など、先進的に取り組
もうとする学校に対して、議極的な支健在行います:I2~(5)に再掲i

議室雲是主義書室(高等学校運営費)

:震22震鑓鴇謀議 事官土曜日の教育支援体制等構鰐業

担当課
自己評価

B 
ほぼ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組(年度末現在)

評価理由

[教育環境課]
O学校の自立と課題解.力の向上について、学校裁量予算により、学校
の独自性を発揮した事諸島の実施が可能となるなど、特色ある学校づくりに
つながっている。
[小中学校課]
or土曜授業実施支援事業J(団事業)、「地域の豊かな社会資源を活用し
た土曜日の教育支接体制等構築事業J(国事業)、「土曜授業等実施支援
事業J(県事業)について、各市町村の協力のもと計画通り実施することが
できた。
【高等学校課]
O学校評価での指摘や提言を受け、事業の見直しを行いながら、特色ある
取り組みを行っている。

平成26年度の取組と成果

成果

鵠憲霊議祭鵠聾寵摩幸男霊姦吉署Jは明鵠冊韓目商問諦ち 器IE謹輯書端建議税議制時童福部鈷腕官話脱12背5稼将
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課題及び今後の取組

課題 今後の取組

③学校組織運営体制の充実

(、

融 5Z?主張議惣昔話議慰謝f弘言事務言遺言語読寝室噌tJJ託銀こ応じて専門機関と蹴を図る体

l事業・取組名

ト県立学校減量予算事業(高等学校運営費)

最終評価
コ」

B 
震民して主L与、にる題車謝置予算野輯組備学組校盟帥穣E計Z四誌か購埴側勢二蜘自

自担己当評課価 評価理由

ほぼ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度目取組(年度末現在) 成果

欝【曹詐臨調弘主守皇言霊鶴能概晶ほ説ZF明獄吋事官閉鶴でき制瓶帽と捌忠こ

課題及び今後の取組
ι? 課題 今後の取組

た【[O0教高めエ裁育等ア、量環学各コ予境校学ン算課課台校に数1】のつ増予い加算て等を、予平によ算準るに化光余す熱裕る費このとのあの増る検に学討よ校がると運必そ営要うで費でなあのいる圧学。迫校。がある 見OO[[高教裁直予育等算量し環学に要予境校つ算求課課いへに】] てつの引い反きて映続、とき各、検学さ討ら校なすのるる予工(算2夫7年をに平度よ準サる化独マすー自る性レたビ発めュ揮ーの。予配定分)方。針の

@教職員の過重負担・多忙感

取組の方向

・教職員が一人ひとりの児童生徒に向き合う環境を整えるため、現場の状況を踏まえて教職員数の確保に努めるとともに、外部人材の活用を
責亙的=進めます。
: 手話改善Iこ向けた取組を行うモデル校での成功事例を積み上げ、他校へ広げるなどして教職員の過重負担、多忙感の解消を図るとともに、
校務こ関する事務処理の効率化により、児童生徒一人ひとりに教員が向き合う環境づくりを巨旨します。

事業・取組名

・教職員いきい;!;!ブロジェウト推進事業
.学校問題解決法傷事業
'ICTを活用した校運営支援システム構築事業

7
t
 

F
拘

U



瞳動型選竺一一一一一一一__j
最終評価

自担己当Il'{課面

C 
Eめ組たとしがて、成はや果やがむ遅出)。れていてないいるも(取の組もは宮

有識者の意見

平成

評価理由

-68-

、鳥取工、智頭農林、倉吉農、米子
への早期導入(27年度導入予定)。



⑤教職員の精神性疾患への対応

取紐の方向

教職員がb身ともに健康で働〈ことのできる職場環境を整備し、それそ.れの職場での組織としての対応を進めるとともに、相談窓口を整えるな
どして、精申性疾患による休職者の減少を図ります。

;報量骨量喜i雲業費

B 
[教育総務課1
10前年度より精神性疾患による休職又は病気休暇取得者数が減少した。

評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

有障者由意見

Ig禁事車協島繰視す要完結裁JSJ君主行執2REZ5議醤3設を官接担空自詰

誕議室輔繋鵠龍騨i133齢期設立
平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

O問0窓【教教面心口育職接のの総の健啓員務を康発の課行休相を司行う職談こっ及員とたびにで。病個より気人市休ご町眠と村に30立早日学期以校に上で対かス応らトしのレた把ス。握を行い、相談や訪
取【O教H得育2者5総年の務度出課と現の]が比減較少にしおたい。て精神性疾患による休職者又は病気休暇 | 

チェッウを行い、相談

課題及び今後白取組

課題 今後の取組

議【Q教品育i総川雛務協元】山遺品種、手て1<l:ll'kfJ:品…混同一二立顎奇議襲為官tz主z官明zZを酔2柵位二r疾患z市 f中:ニ
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アクションプラン最終評価

陣塑[ .m~~[ 鮪時委員会劃吋(
裏且選剖

I<ii五百一一一寸王手哀を支える教育環境の充実

(12)人的、物的な教育資源の充実

【目指すところ]
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①教員の資質向上や指導力、授業カの向上

一 一取組田方向

・教員の大量退職時代の到来を迎え、若手育成や学校リーダー育成等を中長期的な視点で行い、様々な教育ニーズや課題に対して、迅速か
ワ適切に対忌することができる教職員の資質や指導力の向上及び適切な人材の確保を目指します。
・児童生徒が、「分かる喜び」や「できる楽しさ」を実感し、学習意欲を高める授業、課題解決能力や思考力を育む授業が展開できるよう、教員の
授業カを高め、授業改革を進めます。【再掲2-(5刀
-授業改革i::取り組む教育研究団体の活動を支援し、連携して教職員の研究活動の活性化を図ります.【再掲2-(5)】
・教職員の能力向上に向けて、自主的な研修の推進や、人的な中yトワーウづ〈りを進め、教職員の授業誠革意欲を高めます。
・エキスパート教員による積極的な授業の公開や中学校区でのティーム子ィーチングの取組などにより、低れた指導力を広げ、教職員の授業力
の向上を図りまれ。
.2020年の学習指導要領の完全実施による小学校での英語の教科化や中学校での英語による授業実施に向けて、教員の指導力向上や児童
生徒が実際に英語のコミュニケーション活動を体験できる機会の拡充等、先導的な英語教育を推進します。

~ι 

最終評価

ほぼ計商(予定)どおり推進している。
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有識者の意見
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平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度目取組(年度末現在) 成果
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②県漢に信頼される教職員の育成

取組町方向

・教臓員一人ひとりのコンブライアンスの意識の徹底を図るとともに、不祥事を起こさない、起こさせない職場風土を構築します。[再掲3-(11)]

l事業・取組名

ド諒訳書警鐘
最終評価

「
寸
」

1 G 担抗【0日高吉仰、等野な学ブ~'o犠ラ雪向罪健作1比ンス山の推一進、る弘お努のめのてD一醐るがとし醐てlZ とレて不棉Jま臨時自担己当評課価

進取め組たとしがて、成は果ややがむ遅出)。れていてないいるも(取の組もは含

評価理由

に不よ祥り事、が前発年生度しにて比いべる懲固戒

I 

O1罫不祥事隊寵fZ?S饗章特認ii普ZE注童目謡々の芸師事初中鰍で緩蜘謀酷議日旬こ護い毎主回観闘によ仏選教職員i 有識者の意見

へのモラJ 要である。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

な【O[O高教ど前各等育取年所総学組属に校務の比に課課:べお】】進懲け状る戒況自処発が分的見のな受件研け数修らがれ取減組た少。がし進ていむるとともに、研修回数の増加

• (H25:6件→H26:3件)

課題及び今後の取組
， 

課題 今後白取組

覇話事軍捜】絵野謂説隅隅E様、都 【OOめ【高教コ推、等育引ン進学総きブ員校続ラ務へイ課き課のア教】】活ン職ス動員の支の徹援意底や識と各へ教所の職属浸員へ透ののを意啓図識発っ啓てに発い係の〈る。継情続報。提供などを進

@優秀な人材確保のための教員採用

取組の方向

・説明会を開催するなどして受験者の確保に取り組むとともに、教員採用鼠験を創意工夫し、優秀な人材の採用に努めます。
一一一 ヨ

一一一一二一二三二「重孟"，一一

B 自担己当課価

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組(年度末現在)

平成26年度の取組と成果

[小中学校一J I[~ 中学校課]
O教員採用試験の説明会を近県の大学に加えて、東京や大阪でも実 Oホームベージを活用したり、東京本部、関西本部と連携を図仏説明
施した。 1会を実施することができた。
07月初、 27日に第一次訴験、9月16、21日に第二次試験を実施しb 10まま予定どおり試験が実施された。

成果
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課題及び今後の取組

課題 今後の取組

④学校図書館の整備の推進と教材整備の推進

取組の方向

・学校図書館資料の充実を図るため、学校図書館図書標準の達成を目指すとともに、全ての学校への司書教諭の発令と司書など学校図書館
の諸事務にあたる聡員の配置を推進します。

:量豊富喜鰐繍著書の里郡?議潤152gi緊縮鳴謝野】
県立学校の図書館業務の効嘩化と利便性を高めるため、図書管理システムの充実に努めまず。

事業・取組名
i 

l力支援事業竺竺竺士一
最終評価

A 
【0教県育立環高境等課学1校における図書管理システムを更新し業務を効率化した。

自担己当評課価 評価理由
上る【Oの図こ継研や書と学続修館が校実ので】実図施芳施書にたよや館。り学の、校学市習図町書支村館援・学支機校能援図員の書の向館派上等遣に諜がに必よが要りっ、たと司す。書まる等た情、の報物専を流迅門シ速性スにのテ届向ムけ

目的・目標を達成した。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

課題及び今後の取組

課題 今後の取組
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⑤IJCT:を活用した教育の推進

百五百五百一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一}一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一寸
獄 tfL腎実し、基礎学力の定着加リテラシーを前提山世紀的ルの取得を目指し、間舌用教育推進のための什

g認ddL鰐の育成時立学枝問る鵬の導入などによ日童生徒の情報活用能力の育成山叩く理解のi黒

崎嘉・頑福一一一一一十一一一 二二二:二:ご二二二ア一一一一一つ

一一J
最終評価

審鱗議関野議器開議謡護選霊制官彊曹| 自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組と成果

平成26年度白取組(年度末現在]
、

成果

、
課題及び今後の取組

課題
一、F

今後の取組

韓錦町撃義務521子一:f 
@校庭の芝生化

取組の方向v

:震立学校の校庭等の 主化の推進に取り組みます。
育所、幼稚園、小中も校における芝生化に向けた取組を支援しますロ

最終評価

[0教県育立環学境校課に1おける校庭等の芝生化に向けた取組は、着実に広がってい

B 
品[O震ス。を保にポ芝よ育ー川生園ツ化・課幼し]ぼ稚た計園。画園ど庭お芝り生県化内促の進幼事稚業園及・保び育小所学の校園校庭庭及芝び生小化学モ校デのル校事ほlま計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

[教育環境課] 【教育環境課]
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課題及び今後白取組

課題 今後の取組

⑦環境教育の推進

取組の方向

・太陽光発電設備など、児童生徒の環境教育に資する施設、設備の県立学校への導入について、随時、検討します。

事業・取組名

・環境教育に資する施設、設備の導入検討〈事業立てしなかった〉

価

一

課

幅

一

評
一
世
出
-
一

帥
H
一

+

ま

向

同

一

回
議
「

I
l
l
-
-
」

たっ'n 
作日
v

tレて立業事

由同理価E
T
 

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

課題且び今後の取組

課題 今後の取組
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アクションプラン最終評価

|九f什鮪委員会(鞠局)教育繍諜

裏目域判

明湾面

闘機
括
方

総
地

図
口

3 学校を支える教育環境の充実

(13)安全、安心な教育環境の整備

【目指すところ]

①公立学校の耐震対策の推進
②学校内外の安全確保
③安全、安心な学校給食
@~寺に支援が必要な家濯への支援

⑦公立学校のit.震対策の推進

取組田方向

・県立学校の耐震化(非構造部材の耐震対策を吉む。)について、平成29年度末までの完了を目指します。
・市町村立学校の耐震化(非構造部材の耐震対策を含む.)の早期完了に向けて、国に対し、地方公共団体の負担軽減のための支援策の充
実、改善を働きかけます.

1
1
J
I
J
 

B 
【教育環境課]
O県立学長のH耐封建化は、 lまぽ計画どおり進捗している。公立小中学校の
耐震化は、 2o[;!J1本(米子市日吉津村中学校組合を含む)中14国体で耐震
化を完了している。
0県立学校の非構造部材の耐震化に取り組んでいる。ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組と成果

平成26年度目取組(年度末現在) 成果

震O【O教公化県育立立が環高小完境等中了課学学し】て校校いのにるつ耐。い震て化はに、つ平い成て2は5年、計度末画まどでおにり進1市捗町し1て村い1る組。合で耐

戸 、
L 課題及び今後白取組

町一課題 今後白取組

喜訴tz子m島E援7郡3‘謹網dzzt誰漁拡鴻室経首細J明 3町霊二お提ける

早用【OO教期公し県育た立立完環取高小了境り等に中組課向学学み]校け校をてにに引、つつき予いい続算ててき及はは働び、、き執非引かき行構け{造続る制き部。ヘ、材を非確も+濃含造めし部:取、材固りを組に含よむめる。支た耐震化の
援策を活

@学校内外の安全確保

取組の方向

ly烈哨 減数FZ替31繍錦繍L俊輔弘等と鶴一一に関
する教育啓発活動割程し 7)1こ再島]

:スワ冗談災i想、笹瓦db点、総長めや主l謀笠宮季子徒の減少を目?旨します。 (2-(7)1::再掲]

j麓i護轟口!霊襲f藷;覇i露譲ii露譲i露譲鴎t護錨;鵠犠騨議轟義鞍輔霊鑑五龍翠牢軒f芝i出£T翌笠:立詑r:官的問rで吹廿r:r訣f史;士忠tl:ごL1士:
境，コ火〈り 進めます0

ー薬物乱用を絶対にしない、許さない児童生徒を育成するための薬物乱用防止教育の充実を図ります。[再掲2-(9)】

i事業・取組名
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-教育施設堂繕費
・省エネルギー型設備導入事業費
.教育財産管理事業費
.さわやかな学紛環境創出事業
・地域で育む学校支援ボランティア事業
・学校・家庭・也域の連携による教育支援活動促進事業(学校支援地域本部事業)
・教職員研修費(情報モラル研修)
・ケ一書イ・イン9ーネット教育啓発推進事業
.学校保健教育指導費
.学校安全対策事業
・自動体外式除細動器(AED)更新事業

最終評価

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。
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学教0にお校2育月け及安3るび全日事安体に件鳥全制事取管推故理進県へ学事のの校充業対実安が止応全3町や教(交で危職1行~員聾わ安管のれ全理安て・全、防い交意Zる通U識。安研の全修高等会揚にをを関開図催しってした、、。安学全校

課題及び今後の取組

課題 t 今後の取組

③安全、安心な学校給食

置護霊童謡器購襲撃部踏襲i皆既百ZZiZ7;:ー】
事業・取組名

・学校給食用食材県産品利用(地産地消)推進事業
.学校給食指導費
・県立学校給食費

最終評価

B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

、一一

平成26年度の取組(年度末現在〕

課題

【体育保健課】
O学支給食衛生管理講習会等の取組を計画的に実施し、安全安心な学校
給食の提供につなlている。

一一一平成26年度の取組と成果

成果

課題及び今後の取組 t

→ 

今後四取組

を0【体実学育施校保し給健、食衛課に生]お管け理るの食徹中底毒をや図異る物必混要入がのあ防る止。のため、継続的に研修
10。00[体学衛地県育校生場産保給産品管健利食理物課用衛巡調1生回理(地指講管産導理習地講の会消実習の)会胞推開進催の会開議催の開催

4 
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④特に支援が必要な家庭への支援

取組の方向

・経済的理由で修学を断念する子どもがいないよう、奨学金の貸与及び給付を行うとともに、十分な貸与枠の確保と将来にわたって安定した事

輪誘ど 諜12自慢協議強要212紫誌4止機関等品連携した対応を進めます。

事業・取組名

・奨学資金債権回収事業
.進学奨励事業
・育英奨学事業
・県育英会助成事業
.育英奨学事業(給付l!:1)
・児童相談所集団指導事業

最終評価

B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組(年度末現在)

課題

【人権教育課]
O奨学金をハ要としている方への貸与を実施Lた。
【青少年・家庭課1
2県内全ての児実相談所においてCSP(コモンセンスペアレンティング)を
畏施し、暴力に頼bないしつけ(虐待行為の減少)への理解等を深めること
ができた。

平成26年度の取組と成果

成果

課題及び今後の取組

今後の取組

智鹿日開宗場職務弘思選費へ育野の支ー酢議苅普怒描及さ絡〈せ曲制を度とお岬時前園時鶴込Zit:::収CSPの知議や方法の

Pの実施
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アクションプラン最終評価

闘機
措
方

総
地

図口

3学校を支える教育環境の充実

(14)私立学校への支援の充実

[目指すところ]

ロ
木確者学入上出

門の告
A

レ
M

興
全
震

振
健
耐

の
の
の

校
営
校

学
経
学

立
校
立

側
鏡 . 

⑦私立学校の振興

蟻 諜ZFTifriff臨骨髄占拠齢蹴

jiiiiiii諜繰議官23百議露平に品評醐果の公表の促進を図ります

事業・取組名

・私立学校教育振興補助金
・私立高等学校等就学支援金
・私立学校生徒授業料等減免補助金
・私立高等学校等特別支援教育サポート事業
.いじめ問題対策事業
.フリースウール連携推進事業
M私立学校施設整備費補助金
.学技法人等連絡調整費
・私学共済事業等助成事業

最終評価

B 
|【教育・学術振興課】
IC私立学校へ助成を行うことにより、保護者の負担軽減、学校の教育環境

評価理由 |あ維持向上を推進した。

ほぼ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

[のo教薮f育育業・環学料術境の軽振の維興減課昔持日実】向施上しにて必い要るな学経校費にに対対ししてて助補成助すをる実と施ともしたに。、学校 事0【教私業育を立・行学学う術校こ振のと興教が課育で環】きた境。の向上、保護者の経済的負担の軽減に資する

、日

課題及び今後の取組

課題
へ

今後回取組

【0教校育舎・学の術耐振震興化課の推1進、コリースウールへの支援の実施。

副路議ま51って5適鶴応旨導すまる相室設に問認営ωする擦。にFpgggf長

②学校経営の健全性の向上、入学者確保
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:李鵬要:?草稿者保育推進事業

:会パ5道義業

B 
lまぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組(年度末現在)

[教育・学術振興課】
0私立学校九助成を行うことにより、保護者の負担軽減、学校の教育環境
の維持向上を推進した。
[子育て応援課1
0多子世帯の保護者の保育料にかかる経済的負担を軽減する補助事業
を行った。

平成26年度の取組と成果

成果

議一BZ3 の詮革審議十2t諸読書君主誌将-1K凶Cヂ品器行雪っ益た法回学校

事[【OO教子私業同育育立を時て・行学学在応う術校国援こ振及のと課興び教が]第諜育で3】環き干た境以。の降向の上世、保護者の経済的負担の軽減に資する|

帯の保育料負担を軽減した。

課題及び今後白取組

課題 今後の取組

[【00教子校保育育舎育て・料学の応術耐のt震振負課興化担] 課の1推進、フリースウールへの支援の実施。

をより軽減できる制度を模索していかなければならな

③私立学校の童話震化

取組の方向

・私立学校の耐震化については各学校設置者による整備を支援し、一層の幅砕石応器瓦苛了一一一一一一一一「

事業・取組名

:君主君箱詰喜望書望職金
最終評価

B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組(年度末現在)

【教育・学術振興課]
O私立学校へ助成を行うことにより、保護者の負担軽減、学校の教育環境
の維持向上を推進した。
【子育て応援課]
OH26年度l主、耐震補強を1園で行った。

平成26年度の取組と成果

成果

【Oの[O教子教授東育育み育業て・学環ず料応術場のほ援幼振軽の課興稚減維】課園を持実で]向施耐上震しにて補必い強要るをな学行経1，，1:費ったこに対。対ししてて助補成助すをる実と施ともしたに。、学校 襲撃!?t:悼の岡 崎する

の幼児教育の確保を

課題及び今後の取組

課題 今後の取組

0[0【教子校す育育舎べて・学のて応の術耐援園震振課で興化】耐課の震]推化進カ‘フリースウーJレへの支慢の実施。

《完了するよう努める。

警助L成すI警るFE?品翠酷;輔麟の園::ML.職て臨者F時F55四2fき長か

ける。
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l所局 名

Z雪国道捌

同市自

アクションプラン最終評価

ト4生涯にわたって運動、スポーツに親しむ環境づくり

一 一一一I (15)ライフステージに応じた運動、スポーツ活動の充実

【目指すところ】

①幼児期における運動、スポーツの基礎づ〈り
②少年期ω、学校~高等学校)の適正なスポーツ活動の充実
③成年期からの運動、スポーツ活動の充実

①幼児期における運動、スポーツの基礎づ〈り

樫型空

:5F地域保鰐論議重視!Z神話li務部!?詑議議得議措保L、幼児期の運動の習慣化を図るための|
i取組を:援します. I 

昌弘戸時一ト事業

B 
ほぼ計画(予定〕どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組{年度末現在)

ヨ
【体育保健課1
0遊びの王様ランキングでは小学校低学年チームや学童保育からの登録
があった。
O幼児教育担当者を対象とした実技研修会には、書くの保育土等の参加
があった。

平成26年度の取組と成果

成果

0【0体遊幼育び児保の教健王育課様担]ラ当ン者キをン対グ象のと実し施た運。動実技研修会を3回実施した。
グ動0【O体に指小多育積学導く保の極校の健保的低質課育な学の】士参年向が加上や実等学が技J童期研軍保待動修さ育の会れのきにるチっ参.ーか加ムけし登づて録くおりなりがど、進幼、遊ん児びだ教。の育王の様現ラ場ンでキのン運

課題及び今後四取組

課題
与 v 開l 

今後の取組

0【体幼育児保期健の課運】動あそびの充実及び運動習慣の定着。
野【0体幼育児技研期健修の課運会1動や遊広報び紙に関、時わる指に導よ者る幼等児の期指の導運力動の遊向び上の。内容等の周

②少年期(小学校~高等学校}の適正なスポーツ活動の充実
取組由主f向 、 ~--.-.--:---""':"'7:""-:--""7-，-.-.----. -""""7"""--;----------
-体育学習の充実を図り、児寝室生徒の誰もが運動する喜びを味わいながら、自主的、主体的な活動として、運動(遊び)が日常的に子どもの中に
定着し、習慣化されるように努めます。
ー運動機会を充実させるとともに、体力子スト結果を分析し耕果的に活用することにより、児童生徒の体力向上を図ります。
・生涯にわたっ七たくましく生きるための健康や体力の基礎を培うとともに、人格形成につながる児童生徒のスポーツ活動や運動部活動の充実
を図ります。

事業・取組名

県立鳥取工業高等学校グラウンド整備事業費
轟立倉吉西高等学校弓道場整備事業費
-県立倉吉総合産業高等学校グラウンド整備事業費
学校体育充渓事業
・子どもの体力向上推進プロジェヲト事業
学校関係体育大会推進費
・県立八頭高等学校ホッケ一場人工芝更新事業
.魅力あるスポーツ活動推進事業
-日韓スポーツ交流事業
・因幡・但馬ジオパーウ地域スポーツ交流

最終評価
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品~ B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

一
平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組と成果

平成26年度目取組(年度末現在) 成果

課題及び今後回取組

課題 今後四取組

指導の

治体が

③成年期からの運動、スポーツ活動の充実

取組の方向

i主主張掠甥l志常信窃純音域鰭撰富良性腕骨量県議鰐主もが、関仏適性等に応 じ て ス
ポーッ活動へ参加しやすい環境を整えます

金担負費備準催開度年内匂。ι

業

E
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[体育保健課]
O事業を計画どおり進めることができた。
[スポーツ課]
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担当課
自己評価

B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組{年度末現在)

課題

評価理由

0次の取組法実施し、総合型地域スポーツヴラブ活性化の支援、生涯ス
ポーツの振興を図った。
・総合裂地域スポーツウラブの充実に向けて、アシス告ントマネジャー養成
講習会を予定通り6月に実施した。
・県民スポレウ祭夏季大会(8月)、秋季大会(¥0月)、冬季大会(2月)を予
定どおり開催した。
【障がい福祉課]
O陣がい者のスポーツ活動を支えるスポーツ指導員を蕎~I，.，多くの人が
スポーツ教室に参加している。スポーツ大会では参加人数がi加し、新た
な大会が開催されるなど、障がい者スポーツの裾野が広がりを見せてい
る。
【青少年・家庭課】
O全県的にレウリエーシヨン活動を行う県レヲリエーシヨン協会へ助成する
ことにより、参加者の増加や普及活動の一助となっている。

平成26年度の取組と成果

成果

課題及び今後白取組

今後の取組

-84-



アクションプラン最終評価

所属名 l教育委融(輔局)教育総務課

事目理制

石市I'l て広正面高元って運動、スポーツIこ親Lむ環境づくり

(16)トyプアスリートの育成(競技力向上)

【目指すところ】

gユニア料の一貫指導体制の整備
アスリートのキャリア形成の推進
2020年東京オリンピッヲ・パラリンピッウを契機とした取組の実施

①ジュニア頬からの一貫詣導体総の整備

事業・取組名ー

最終評価

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在)

課題且ぴ今後の取組

樫塑

成果

課題 今後の取組
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【特別支援教育課]
O特別支援学校における運動・スポーツに係る取組の充実。

4寺別支援教育課1

O競技力向ょに向けた特別支援学校と障害者ス;f，ーツ協会との連
問。

0特別支援学校における体力向上、健康増進、障害者スポーツ振興
に向けた取組の充実。
0各県立特別支援学校及び障害者スポーツ協会の代表者によって構
成する特別支援学仏運動・スポーツ推進連絡会(仮称)を立ち上げ、身
体づくりや競技力向上に向けた取組を推進。

[体育保健課1
0 催4競技専門部(高体連)との連携。
【スポーツ課】
0中学生、高校生の部活動と連携した取り組みの検討が必要。

【体育保健課1

O子ーム鳥取のE期生の嘆集方法や I期生の2年目プログラムの検
討が必要。

IQ開催4競技専門部(県高体連)との連携。
【スポーツ課】
0指導者の配置、事業の進め方など検討し、必要な対応を行う。

0競技別強化拠点の誘致に向けた検討が必要。

@アスグ-)ιのキャグア彩Iitの度話

02020]車京オリンピッ0・パラリンピッウ関連事業検討委員会の中で議
論し、決定していく。
0固から示される具体的な方針を踏まえ、必要な対応を行う.

「扇面否可一一一一一一一_.~=~-，--c 一一 寸

1 一一一 品笥ilt初予長短論繋望書霊魂院主主望者受けながら、将来に備えるという「デユ71
事業・取組名

・競技力向上対策事業資
-競技力向上のための指導者の確保事業

B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している.

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組{年度末現在)

【0ススポポーーツツ課指1導員等を県、県体育協会に配置した.

課題 一'

【スポーツ課]
O県でスポーツ指i導員5名、県体育協会で体育指導員2名を配置し、ス
ポーツ教室や競技力向上指導に努めた.

平成26年度目取組と成果

成果

ポ【Oスー県ポツでー教スツポ室課ーや】ツ競指技劫導員向5上名指、導県体を行育っ協て会いで¥る:。育指導員2名を配置し、ス

課題車ぴ今後四取組

今後回取組

【Oス私ポ立ー学ツ校課の】指導者の確保について、配置の見通しが立っていない。
0て検[ス、年討ポ私度・ー準立中ツ備学途課を校の1進、採県め用体るが育。協殴殺会なとこ連と携かをら図、り来な年が度ら当、初人材かがらの確採保用でにき向るよけう

③'2020年東京オリンピック・パラリンピックを契機とした取組の実施

国組の方向

・オリンピッウ・パラリンピッウ出場lこ向けた競技力の向上施策の推進、合宿誘致や環境整備などに取り組みます。

.2020東京;1"'Jンピッウ・パラリンピッヴ代表選手育成プロジヱヴト

.全国大会等玲量進費
・集まれ 1トップアスリート合宿翻致プロジェウト事業
.障がい者スポーツ競技力向上湾業

最終評価

| 自担己当評課価 B 評価理由

ぼぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組(年度末現在)

。罫【特嗣ヤ支抽短書f調出E日部品向44揃山錦種目駒繍山官協酬でt 

て技Oに0いジ向障力るャけが向マ。てい上イの者にカ，実もの陸取績強上づり化チ組く指ーりみ定ムにをも取の始行世りめ組い界たみ、陸とオはこ上リじろン事めでピ前たあッキとウるャこ・。パンろプラでのリあン誘るピ致。ッにウ成を契功機し、と2し02た0競年

成果
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課題及び今後の取組

課題 今後の取組
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アクションプラン最終評価

陸型空E
間
一
明 5 文化、伝統の継承、創造、再発見

(1η文化、芸術活動の一層の振興

[目指すところ】

①文化、芸術を発表する場ゃー賞する機会の拡充
②文化、芸術に触れ、豊かな感性を育てる機会の確保
③文化、芸術が生活の一部となる生活ス告イルの定着

①文化、芸俸を発表する場や鑑賞する機会の拡充

取組の方向
‘ γ 、一戸 町 、

機に--7鳥よ会一取るを子県鑑拡ィジ賞充スュ人トしニ・ま口イアすのン美.拡・術レ大ジ展なデ覧どン会、スや県(滞鳥民在取が型県文創総化作合、芸活芸術動術にを)を文発化推表祭進す、する公る場益とやと財も鑑団に賞法、す人芸る，術機取祭会県のを文開拡化催充振にし興よま財りす、団。現事代業アのーほトをか中、廃校等を使った文化、芸術の発表等
心とした創作活動や作品を鑑賞する

事業・取組名
， 、

最終評価

B 
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ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果 ， 

平成26年度の取組(年度末現在) 成果
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|取Oとり廃襲伝開住統祭芸2却0能活14釘ま用Jつのり一は環モとンしゴてル開か催らさ楽れ団、書をく迎のえ鑑て貸盛者大でに販開わ催っしたた。。とっ

課題及び今後白取組

課題 今後回取組

援れOト[文る制よイ化アりン度政書ー・をレ策幅テ多ジ課イ広〈デスの】いント方芸をスに術中の知分心取っ野と組てしのをいた滞多た県在くだ内の制く滞方こ作在にとをにを周進促よ知めり進する、さる鳥たせ必め取る要、県必本がに要県あ関がのる心あア。をまるー寄た。テせ、イ支らス

②文化、芸篠に触れ、豊かな感性を育てる機会の確保

取組の方向

重信韓議議議論議事23zz;::ニ
事業・取組名

最終評価

自担己当評課価 A 評価理由

目的目標を達成した。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果
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課題及び今後の取組

課題 今後の取組

③文化、芸術が生活の一部となる生活スタイルの定着

取組の方向

・アートス$1ート事業等により、子どもの頃から文化、芸術に触れる機会を拡充し、文化、芸術が生活の一部となる生活ス告イルの浸透を促進し

議底舗、廃校公開などを活用し、地域澗の中で、アートや伝統文化を通じ叫域住民が支流する場を設け、アートや鮒文化掛か
した地域づくり 進めます。

|事業・取組名 人 i ーァーアで一一

|・「とっとりアートス告ート」推進事業

最終評価

~担当課
d 自由 価

B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

【文化政策課]
O県内NPO法人に委託し、アートス合一トの普及に関する事業を実施した。
具体的にはγホームページやパンフレツトを活用して子どもとアートに関す
る情報提供を行い、新たに活動を行おうとする5団体に対する活動立ち上
げ支援を行った。
また、アートス告ートの対象年齢を拡大するため、地域人材・資源を生かし
たアート創作活動等をモデル事業として選定し、委託実施した。
03月に鳥取市で活躍Lている人間国宝・前田昭博氏と県外の人間国宝
2による小学生向けワーウショップ創開催。 1∞名の子どもたちが本物の
のづくりを体験した。また、鳥取県立博物館で人間国宝3名によるフオーう
与を開催。 130名もの来場者が日本の工芸、ものづくりについて見識を深め
一
07一子イストリゾートとっとり芸術祭『鳥取墓住祭2014Jでは、廃校や廃病
院などを活用した芸術活動を実施中。高齢化の進む市封地や人口流出の
続。中山間地域など、住民に身近な場所で芸術活動が展開され、地織の
賑わいづくりや活性化に貢献した.

平成26年度の取締と成果

平成26年度の取締(年度末現在)
「

一成果 1
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物るいO演フて住、のォ廃見民もー病の識lこラ院づを身ムで深く近をりのめなを開現た場体催代。所験。ア1でし3ー0開た名ト催。のもまさ創のたれ来作、る鳥場展芸取者示術県がな活立ど日動博を本で行物のはっ館工、たで廃芸。人校、も周等の囲でづ宝の〈3演り名劇ににつ上よ

ンど、ト地に併域せにた密カ着フしェたや活雑動貨に庖よをる聞相い乗て効地果域で全多体〈ので上来訪演客を盛を誘りょ客げしるたな。

課題及び今後の取組

課 題 今後白取組

lしO0文てア未化アー就政ート学策スト児の空課以ー感】上動ト朱の、実心小施ゆ中地さ学ぶ域校るへ児体の童験普注を及徒提拡に供大もすホ。るン必モ要ノがの芸ある術。や創作を還
術つ【O文。作引化き品政続の策き鑑課子賞】ど・創もが造ち体の験豊・公か演な鑑感性賞のと創機造会性をを提育供むすこると取をり目組的みにを、行芸
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アクションプラン最終評価

巨E教育委掛…員 陸恒J
z東真巨i選里奴捌! 
市海面 5 文化、伝統の継承、創造、再発見

(1的文化財の保存、活用、伝承

【目指すところ]

①県民が、鳥取県の歴史や文化を誇りに思い、文化財を大切にする気還の醸成
②文化財保護の推進
③文化遺産の再発掘・磨き上げ

①県民が、鳥取察の歴史や文化を誇りに患い、文化財を大切にする気還の醸成

取組の方向

i義援謀議豊富騨磯轍襲撃能;亡
事業・取組名

伝情鳥とっ報統取と発芸県り信能の伝等考「統鳥支古芸取学援能県事情まの報業つ文発り化開信財催事J事業業

最終評価

担当課
自己評価

A 
目的・目標を達成した。

平成26年度の取組状況と成果等
昔、一 i・ 6、

平成26年度の取組(年度末現在)

巳、 「

[文化財課】
O文化財課ホームページやフェイスブッヲを充実させ、県内文化財の行事
や魅力を告イムリーに情報発信を行った。
O出前講座や発掘現場での現地説明会などにより、県民が文化財に興味
をもち、郷土の文化財に対する理解を深めることができるよう図った。
0むきばんだまつりや青谷上寺地遺跡古代米田植え体験、埋蔵文化財セ
ン告ー古代まつりなどにも多くの方が訪れ、古代文化を学んでいただくこと
ができた。
皇蔵文化財セン告ー】
喜子のセン9一時への対応J同学生音E小川L

ン者一古代まつ')J、近年の発掘調査成果告 示公開方
掘速報展」、鳥取西道路関係の発掘調査成果を展示公開し
掘物語展」を計画どおり実施した。
考古学情報誌Fとっとり考古学紀行」も予定どおり発行し、県
ついて情報発信した。また、今年度より考古学情報を発信廿
yウを活用し、リアJレ告イムでの情報発信に取り組んだ。

【文化政策課]
Oとっとり伝統芸能まつりを8月に開催。県内8&11休、県外1団体、海外1団
体が参加し、多くの来場者で賑わった。参加団体においては、大きな舞台
で伝統芸能を披露する機会となり、芸能伝承を継続していこうとの意識が
さらに高まったJ

平成26年度の取組と成果l

成果

【 92-



課題及び今後白取組

課題 今後白取組

②文化財保護の推進

取組白方向

す霊量.自殺ZZ雲間離島幸容理諾箆除草議躍罫智謀JA官主体醐防問地憎ま陸回

晩の山身の回遺世近界な跡文遺や化青産財登谷を上録訪寺にれ向地る遺け楽た跡し学をさ術はを調じ伝め査えとのるすと推ると進県もにに内よ、のり祭史、り登跡行録、事名にな勝向ど等けのこを身県取近民りな組が無み訪形在ね民支、俗楽援文しし化めます財る環を。境地域を整で備伝し承、し活て用いをく活促動進をしま支す援。します。

事業・取組名

最終評価

一自担己当評課価 A 評価理由

目的目標を達成した。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) | 成果

l-O文{財課ホームページやフヱイスブツウを充実させ、県内文化財の
行事や魅力を聖イムリーに情報発信を行うζとが出来た。

[文化財課ヨ
0県指定保護文化財の新規指定を行った。
O文化財課ホームページやフェイスブッウを充実させた。
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83i予知献花締法君主2雲監。ている.lF25鶴間騨協調欄
樹九tzzF計 幡 ld3出現場3224融機野誠悲観見
0発掘調査、石器の再整理、土曜講座、フォーラムを計画どおり実施し|いただ叉ことができた。←

|【埋蔵文化財セン ~-J
み門職 E耳修> 1<蒜}'*地係>'
易相こ跡禁話器)曜夜醐術検討課程J.3月 lこ「遺 I~川晶t5142k黙認紛説龍留品謀257Z=
【むきんだ史跡公園J 1た.

SFZ器 Efムて屋外放送設備工事、園路追加整備の実施設|忠更の祭器LtE謹議議裂鉱誌協Lt託、

計hkしてい均元帥修理1=居る設計を行日乾施工した。 183種差葛告をもも諸島し、延べ184の参加があっトー

議電昔話仙谷s器棚屈調一行った。 フ話調詩書繰雪崩ZfZZ男々起程表住吉君主
〈来場者数ついて> 1た。

。猛毒妻都合去、j、.揺ぞま教:育機関主2221警部i:iUfila誕百草員鳴品程』では約100，g， r 

私41J 1援護霊諮問一の蜘糊弘
O正善院建物跡周辺の発掘調査を実施 1<保存整備事業〉

3iE1252「」謹犠耀施 ld議第:it;22322ーが配。
O調査研究、青 E発信についての現地指導 1<来場賓数ついて〉

講義量hj言語難(6月14日) 蟻野駅効果を…り団体問此 (85件

調 書富島習会開催助成事業補助叩鵡の割 程襲警騨鵠議長済年内に業務終了

0植生調査は終了。
0調査研究、情報発信についての現地指導は、玉井哲雄氏(三徳山全

1 住 戸、 -617)で実施。

g繕課長修理工事立、施現7・
2謀議警の一時掃は 1∞似のポランザ加があった。

|2話Gt枠組職切さ17言語臨海と共同
課題及び今後白取組げ

課題 I 今後の取組

静鴇融:摂胃恐立rる械…機

縛寺等撃響Fア叫→一…叶鵠守言槙議の2犠替語藷鶴}議語官;概弘弘恥海知知す向る

鶏毒饗;ifιf詑:コ暗:ニ2工::工:;立rzrこ止と !鴎←轟ま;麗5護;語払1;i一一一加糟糊吋一整輔蹄備僻計酌
く 掘調査> 1く来場者数ついて〉

2;。査の成…の史鵬鵬備日活問用附計酷臨ふま批え社た翻蹄査酎「計闇叩|戸RZ鰐『更喝z替3定吋品訳更喫1捗高静拝!欝欝諒Zよう翻酎帥行

i構哲臨義愛総t窃協慨急認知2想班ヲ控艶E艶土?幣?摂鳴f惣燃芝棺官協儲品齢齢詰鵠梅詰晶詮弘。 I鴎鋭J?広日i晶是払為の研修を市
OSNS等を活用した一層の広報，活舌動の強化。 IOH271立、県外で「投入堂展(仮称)Jを開催し、三徳山の周知を図る予
【観光戦略課J ' 1定。
O三徳山についての周知。

金文化遺産の再発掘・磨きょげ

取組の方向

・たたらや鉄道遺産などの県内の骨量れた文化遺産を地域振興や教育活動に活用するため、その魅力の再発掘を行い、より効果的な活用方法
を講じるとともに、地域での取組を支援します。

l;産税関関Jj諸問鱗号252結 額初期許認まも誤認京協議ZEZY晶鶴間了ア
「事，，'lOl福一五円--一γ一一一一一一一ナ一一一一一一一一一! 寸

えffJJEE諸説錆 諜 産 活 用 推 高 菜 一一一一一一→ 1 
ト「とっとりアートスヲート」推進事業 j 
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最終評価

自担己宅評課価 Dー， 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

課題及び今後の取組

課題 今後白取組

【0【0文文県引化化き内政財続の策課き優課1、れア]たー文トス化空遺ー産トのの掘普り及起をこ行しい、磨、全き県上的げなを活行動う。としていく。 営噛【耐酬市池住醐町。樹輔村諸毎季人】副闘@と連ノ緩ウすハるい埋主Aている文化遺産開jm;<)起こし 康幸上げを

ウを生かし、事業をサポートするとともに、これま

H
h
U
 

9
 



アクションプラン最終評価

国型里巨日教育ー務局)鮪総務課

裏目選出8J
(1 )項目 |鳥取県教育振興基本計画の推進に向けた体制

(1 )県民との協働による計画の推進

[目指すところ1

855鶴湾総端部進

①県民意見の把握と関かれた教膏の推進

l取組の方向 ，" 

|県民意見の把握と聞かれた教育の推進

!日 ソー J い，'<;

事業・取組名

・知りたい!聞きたい!聞かれた教育づくり事業
教育委員会費
教育委員会運営費
教育企闇費

最終評価

担当課
自己評価

B 市
岡理価

i
一

平Z
一

【教育総務課】
O教育委員の学校訪問、学校長との意見交換等により、学校現場の課題・
ニ一応の把握に努めるとともにい教育委員会会議の議直録や教育委員リ
レーコラムをホームページで公開するなど積極的な情胎聞に努めた。
O教育だより『夢ひろば」、リーフレット「とっとりの教育」を発行し、また、
ホームページの更新を随時行う等、教育行政の広報、f唖公開を行うこと
ができた。

ほぼ計画(予定)どおり推進している。
勺 ι

， 0評価全体について、各項目は、継続的な課題がその大多数を占めているものと推察する。しかし、それらが各年度
ごとの進捗状況を評価するものであるとするならば、各項目の中問、最終評価が、いずれもrBJがほとんどという結果
に違口和感を感じる。年度目標が達成できたのであれば、自身をもってrAJとするべきであるし、否であれば謙虚に CJ

議室詰511替措思想駁潟市l連続議結判官詣JA支諸色課税殿、
で、現場の戸田意識、危機感の欠如を感じる
0全施策を織して感じたことは九J評価ポ少なくrBJ評価ザ〈並ぶことである。持された目標の中には、 rA)

2豊穣鵠l寵訴訟星野12諾襲撃?恥議事tF鳴?説54Z許3pgJ25普段場主
成評価も、場合や事業によっては必要かもしれない。もちろん、基本計画に対する中間報告も予定されているとは思う
t人
O中間評価、最終評価を見て、 rCJ評価の項目全てが「教員Jというキーワードがつく施策であることが、残念である。
or教育委員会の，舌勤に対する自己評L価」は、課題等が素直に書かれていて好感を持つことができた。新制度に移
行しても、政治(首長)と教育(教育委員)との聞で、適切にチヱツウ&バランス由、とれるような運用を望みたい。
orAJrBJ評価が書〈、成果が認められる。 rCJ評価の取り組みの重要性を感じた.

l 有識者由意見

平成26年度の取組状況と成果等

ミ→ 平成亙6年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果
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OL、文表部彰科さ学れ省たの。行う「地方教育行政功労者表彰Jについて、2名を推薦I
課題及び今後の取組

課題 今後の取組

野訴え陸J間iEよE〉

について、より一層の充実を図りながら、積1;Ji的に
に努める。

よりわかりやすいものにし、随時新しい情報に更新

②教育問題等への迅速かつ的確な対応

1
6

「ゴ
院議主への迅酎盟控

曜量

B 
[教育総務課]
〈教育委員会費〉
0教育委員の学校訪問、学校長との意見交換等により、学校現場の課題・
ニ一応の把握に努めた。
〈教育審議会〉
O審議会、分科会を開催し、必要な審議を行った.

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

九一
、酔 p J 

課題及び今後の取組 一・

"胴
課題 今後四取組
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樫塑
アクションプラン最終評価

令所属名 |教育委員会(事務局)教育総務課

鳥取県教育振興基本計画の推進に向けた体制

(2)市町村、園、高等教育機関など関係機関との連携・協力の推進

【目指すところ]

項目遣問l
(1 )項目

82EZ錦織鳴255の推進

①市町村との連携・協カ体制の充実

障32携協力 の実

事業・取組名

-教育企画質
・チャレシジサる市町村を応援する教育交付金

【教育総務課】 ， 

O市町村との連携・協力の充実については、必要に応じて会議等の場を設
け、情報交換、意見交換を行っている。

最終評価

B 

平成26年度白取組主成果 主一

平成26年度の取組(年度末現在) 一一 今一、 一 成果

璽自室発省ヒt殿謹控Yに帥J静町醐止委探員会訪か切要問望、意庁見輔

課題及び今後の取組

一一 一 、~ 課題 今後白取組

:手を[教と課引育っき題て総続のい務き洗く課、こい関]と出係カ'し機必な関要どと。、情鳥報取を県共教和育しのな充が実らに、現向場けての、意必見要のな吸連い携上体げ制 告0い【O教イ。研交育ム付修総リ金、ー務会のな課議司交]の付ー内実マ容に績につがつい低いていて検たは討め、で、引き引くるき続場続きとき市し制町て度村いのの吉周要た知い望、。を活聞用きをな図がりらた

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

?@高等教育機関との連携、協力のー震の推進

7
1
1
」
「

講話…協力の 層の推進

一一一事業取組名l

・教育企画費
:益部人材活用事業

域を担う人材育成事業
・公立大学法人鳥取環境大学運営費交付金
.鳥取県環境学ド研究等振事業
・未来に役立つ「ものづ司り教育」実践事業

一

一一」

【教育総務課】
O高等教育機関と定期的に意見交換を行い、情報を共有する等、高等教
育機関との連携を推進している。
[高等学校課]
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担当課
自己評価

B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組(年度末現在)

課題

評価理由
0各校で社会人や地元大学教員等による講義を実施し、地域社会と連携
した教育進めている。
教育・学時振興課1
0鳥取環境大学をはじめ県内高等教育機関の研究・教育内容を充実する
こめの助成を通じ、県と高等教育機関の連接を深めると同時に人材育成
を推進した。

平成26年度の取組と成果

成果

課題及び今後白取組

今後の取組
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;怪童ム塾壁旦璽ニ豆

|与目標士会二釜保対学ぴ続Iまる環境づえふ一川占川註己

指 標
H24 H25 H26 H30 
(実績) (実績) (実績) (目標値)

l心とからだいきいきキャンペーンによる取組率(就学前児童)

望ましい生活習慣が大切だと思う 94.2% 97.4%-1 97.3% 100% 
保護者の割合

望ましい生活習慣の定着に取り組 81. 9% 93. 5% 96. 2% 90% 
んでいる割合

2自治会単位の「人権学習会(小地域懇 11市町村 11 市町村 11市町村 19市町村

談会)Jで事後研修を取り入れている (全市町村)

市町村

3 r鳥取県家庭教育推進協力企業J協 562社 570社 571社 700社

定締結企業数

4学校支援ポランァィア登録者数 約 6;000人 6.074人 6. 625人 7. 000人

5小、中学校における「子育て親育ち 13校 22校 14校 70校

プログラムJを活用した講座実施校

数

6 rとっとりマスター」認定者数 10人 10人 20人

7県立博物館の入館者数 11. 1万人 8.9万人 8.4万人 10万人

8公立図書館の個人貸出冊数(人口一 4.9冊 5.3冊 (H27. 8 6冊
人あたり) 確定見込)

lf員選 ii:gll'r~:; 繰越意欲進諸必選謀議離有識推進諮問キ 滋

指 標
H24 日25 H26 H30 
(実績) (実績) (実績) 目標値

l小学校教員による保育所・幼稚園 15市町村 15市町村 16市町村 19市町村

での保育体験研修の実施 (全市町村)

2幼稚園、保育所及び小学校の連絡協 83. 6% 85. 8% 90. 1% 全ての小学校

議会の設置や、教職員の交流の機会 区で実施

の設定

3 r子どもの育ちを支えるための資料 100% 100% 100% 全ての保育所

(保育所児童保育要録)Jの作成と で実施

小学校への送付

4 子どもたちの学びの質の向上

観点①:豊かに生きる、共に生きる力の状況

(1) 自分 「ボランァィア活動に (小 6)44. 5% 
一一一「一一

(小 6) X I削} 向上

自身や 参加している」児童生徒 (中 3)52. 8% (中 3) X出 11

他者、社 の増加 (高 2)23. 0% (高 2)25. 8% 
会等と

の関わ 「難しいことでも失敗 (小 6)76. 3% (小 6)78. 1% 向上

りに関 を恐れないで挑戦して (中 3)65. 9% (中 3)68. 1% 
する意 いる」児童生徒の増加 (高 2)53. 9% (高 2)61.4%
識
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口2)遍路 「将来の夢や目標を持 (小 6185. 3% (小 6185. 9% 向上

に向け っている」児童生徒の潜 (中 3170. 9% (中 3169. 4% 
た意識 加 (高 2177. 1% (高 2176. 7% 

rwあの人のようになり (小 61n 5% (小 61x (削} 向上

たい』と思う人がいるj (中 3171. 3% (中 31x問。
児童生徒の増加 (高 21一
「自分の進路を実現す (高 2167. 2% (高 2169. 0% 向上

るために、目標に向かっ

て努力しているJ生徒の

増加

(31地域 「地域の行事に参加し (小 6179.1% (小 6183. 2% 向上

社会へ ている」児童生徒の増加 (中 3148.7% (中 3152. 2% 
の参画 (高 2130. 8% (高 2138. 6% 
状況 「地域の大人(学校や (小 6164. 8% (小 61x附} 向上

塾・習い事の先生を除 (中 3152. 7% (中 31x附)

く)から褒められたこと (高 21
がある」児童生徒の増加

観点②.学び方の質・学習状況

(41意欲、 「身に付けた知識・技能 (小 6165.1% (小 6164. 9% 向上

授業に や経験を生活の中で活 (中 3135. 9% (中 3139. 2% 
向かう 用できないか考える」児

姿勢 童生徒の増加(算数・数

学)

「授業の中で『わかっ (小 6184. 4% (小 6184. 5% 向上

た』、学んだことについ (中 3178. 3% (中 3180. 1% 
て『もっと知りたい』と

感じる」児童生徒の増加

「学校の授業は、内容が (高 2169. 4% (両 2169. 9% 向上

わかりやすく、勉強する

ことの充実感を感じる」

生徒の増加

「児童生徒の様々な考 (小195.3% (小195.5% 向上

えを引き出したり、思考 (中192. 0% (中193.7%
を深めたりする発問や

指導をする」学校の増加

If (高189.6% (両190.2% 向上

教員の増加

(51体験 「授業で体験的な学習 (小192.6% (小189.4% 向上

活動・読 を取り入れているj学校 (中177.5% (中178.1% 
書活動 の増加

の実施 「全校一斉読書に取り (小1100% (小199.3% 向上

状況 組む」学校の増加 (中195. 3% (中192.0%
(高179. 2% (高183.3% 

一一「読書が好きである」児 (小 6174.7% (小 6175. 5% 向上

童生徒の増加 (中 3173. 0% (中 3173目 2%
(高 2168.2% (高 2164. 8% 

(61家庭に 「家で、自分で計画を立 (小 6161. 8% (小 6165. 3% 向上

おける学 てて勉強している」児童 (中 3146.2% (中 3147.1% 
習等の状 生徒の増加 (高 2139. 4% (高 2137. 9% 
況
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「進んで取り組んでい (小 6)84. 6目 (小 6) x隅11 向上

ることをほめている」保 (中 3)76. 9% (中 3) X I削}

護者の増加
十一一向上児童生徒に対する国 (小)98. 5% (小)97. 0% 

語・算数(数学)の指導 (中)62. 0% (中)87. 3% 
として、保護者に対しで

家庭学習を促すような

働きかけを行う」学校の

増加

観点③:学力調査の状況

(7)上位 全国学力・学習状況調査 (小、中)100% (小、中)75% 向上

層の増 でA層で全国平均を上

加、下位 回り、 D層で全国平均を

層の減 下回った教科

少

(8)過去 全国学力・学習状況調査 (小、中)77. 8% (小、中)44. 4% 向上

の調査 で過去の問題と同一間

と同一 題のうち、正答率が全国

問題の 平均を上回った割合

正答率

の増加

(9)無解 全国学力・学習状況調査 (小、中)77. 8% (小、中)70. 6% 向上

答率の で記述式の問題のうち

減少(特 無解答率が全国平均以

に「活 下であった割合

用」に関

する問

題)

(10)各校 各校が達成したと評価 (両)58. 3% (画)50. 0% 向上

が設定 する割合

した指

標の達

成

5個別の教育支援計画の作成割合(公 84. 1% 84. 6% 87.9% 100% 
立幼、小、中、高)

I 6個別の指導計画の作成割合(公立 95. 6% 96.9% 96. 9% 100% 
幼、小、中、高)

7中学校から高等学校への個別の教 71. 8% 93. 1% 100% 
育支援計画の引継率

8特別支援学校 就職希望者に対 78. 5% 73.6% 77.4% 向上

高等部(専攻科 する割合

含む)卒業生の 卒業生に対する 35. 7% 33目 9% 38. 1% 向上

就職率の向上 割合

9該当障がい種 特別支援学校教 74.8% 76. 1% 76. 8% 90% 
に関する特別 職員

支援学校免許

状保有率の向 特別支援学級教 40.8% 40目 5% 39. 0% 45% 
上 員
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10教員の ICT活用指導力調査にお 鳥取県 59.0% 鳥取県 57.0% (H27目 9 全国平均値

ける児童・生徒の ICT活用を指導 全国 63.7% 全国 64.5% 確定見込)

する能力

11情報モフル教育の実施 (小)98. 5% (小)100% (小)100% 100% 
(中)95. 0% (中)100% (中)98. 3% 100% 
(高)100% I (高)100% (高)100% 100% 

12環境教育全体計画の作成及ひ。改善 (小)64. 9% (小)62. 7% (小)70. 2% 100% 
(中)35. 0% (中)40.7% (中)44. 1% 100% 

13学校のTEAsrr.m種(鳥取県 (小)14. 2% (小)6. 0% (小)13.4% 25% 
版環境管理システム)取得の促進(高= (中)13. 3% (中)5. 1% (中)15. 3% 30% 
E種、小、中、特=m種) (高)100% (高)100%% (高)100% 100% 

(特)100% (特)100% (特)100% 100% 
14 全国学力・学習状況調査質問紙調査での回答

v新聞やァレビのーユースなどに関 (小 6)63. 5% (小 6) X f削} 向上

心を持つ児童生徒の増加 (中 3)64. 8% (中 3) X儲l)

マ人の役に立つ人聞になりたいと思 (小 6)94. 5% (小 6)94. 6% 向上

う児童生徒の増加 (中 3)94. 6% (中 3)94. 9% 
15 小、中学校で「道徳の時間」の (小) 100% (小)99. 3% (小)98. 5% 100% 
授業の公開状況 (中)88. 3% (中)91.6% (中)91.5% 

16 「参加型」人権学習に取組んだ (小) 55% (小) 61% (小)66. 4% 100% 
学校の率 (中) 63% (中) 70% (中)78. 0% 

17 児童生徒が文化芸術に触れる機 (小)97. 8% (小)97. 0% (小)100% 100% 
会を持った割合<H23> (中)83. 3% (中)81. 0% (中)100% 

18 不登校の出現率 (小) (小) 目27.9 全国平均を下

全国 O.32% 全国 O.36% 確定見込) 回ると共に、

県 O.37% 県 0.42% 低減

(中) (中)

全国 2.58% 全国 2.69% 
県 2.31% 県 2.31% 

(高) (高)

全国1.93% 全国1.88% 
県 2.10% 県1.76% 〆

19学校いじめ防止基本 策定した学校 100% 100% 
方針の状況 の割合

取組検証した 100% 
学校の害fJ合

(H27以降)

20鳥取県体力・運動能力調査結果の (小5男)38. 4% (小5男)38目 4% 50. 0% 
総合判定 (A~E の 5 段階)が、 A (小5女)46. 0% (小5女)43. 1% 55. 0% 

| 又はBの割合 (中 2男)33.0% (中2男)37. 4% 50.0% 
(中 2女)59.8% (中 2女)63.3% 65.0% 

I 21小学校において、体育の授業を除 (小5男)68. 6% (小5男)65. 0% 
く1日の運動時間が 1時間以上の (小5女)48. 0% (小 5女)48.8% 

70. 0% 

児童の割合
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22学校保健委員会を年2回以上開 (小)64% (小)65% (小)60% 100% 
催する学校の割合 (中)42% (中)34% (中)36% 80% 

(高)13% (高)13% (高)17% 60% 
(特)0% (特)20% (特)20% 50% 

23中学、高校における薬物乱用防止 (中)82% (中)75% (中) 75% 100% 
教室の開催率 (高)79% (高)79% (高)100% 100% 

24 r食に関する指導年間計画Jの作 (小)87% (小)90% (小)89% 100% 
成率(年6回以上) (中)52% (中)58% (中)61% 100% 

(特)55% (特)60% (特)60% 100% 
(高)13% (高)17% (高)21% 50% 

25食育の日(毎月 19日)の取組状 (小)30% (小)39% (小)100% 
況 (中)26% (中)31% (中)100% 

(特)40% (特)40% (特)100% 
(高) 4% (高) 0%. 

26学校給食用食材の県産品使用率 71% 71% 73% 70%以上 l

27県産品利用率 70%以上の市町村、 81% 市町村 84% 市町村閲覧 100% 
県立学校 県 20% 県 20%

28栄養教諭の配置拡大 19人 21人 31人

指 標
H24 H25 H26 H30 
(実績) (実績) (実績) 目標値

l学校評価制度(学校関係者評価)実| (幼)80.0% (幼)83. 3% (幼)100% 100% 
施率 (小)96. 3% (小)100% (小)100% 100% 

(中)98. 3% (中)100% (中)100% 100% 
(県立)100% 保立)100% G県立)100% 100% 

2学校評価制度(学校関係者評価)公 (幼)100% (幼)83. 3% (幼)100% 100% 
表率 (小)75. 2% (小)74. 6% (小)68. 7% 100% 

(中)74. 6% (中)67. 8% (中)71. 2% 100% 
保立)100% 仏県立)100% (県立)100% 100% 

3教員の精神性疾患による休職者数 十 0.51% O. 61% 0.49% O. 5%以下

の出現率

4公立学校の耐震化率の向上 (幼)100% (幼)100% 100% 
(小、中)81. 9% (小、中)87. 0% 100% 

(高)87. 1百 (高)92. 7% 100% 
(H25.4現在〉 (特)100% (特)100% 100% 

5 r鳥取型防災教育の手引きjの活用 52.0% 51. 5% 100% 
率

6不審者対応訓練(教職員対象)の実| (小)67. 0% (小)66. 0% (小)53. 8% 100% 
施率 (中)11. 0% (中)15. 0% (中)62. 3% 85% 

(高)25目 0% (高)21. 0% (高)45. 8% 60% 
89.0% (特)80. 0% (特)70. 0% 100% 

7育英奨学資金の現年「 高校 89. 3% 

調定の返還率 | 
大学 97. 5目! 97. 6% I 97. 8% I 98% 
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l目標 4:生涯にわたって運動、スポ」ツに親しむ環境づくり

指 標
日24 H25 H26 日30
(実績) (実績) (実績) 目標値

l成人のスポーツ実施率(週 I回以 55.5% 54目 8% 65% 
上)くH21>(※2) <H21> 

2国民体育大会で入賞 種目数 38種目 46種目 50種目

(8位以内)する種目 人数 74人 113人 120人
数及び人数

lf目標縦約t:iX去縦ゐ継尿創遁見;再発覚ね辺;ぷを叩必込先必誌 ψ三U示じ
指 標

H24 H25 日26
(実績) (実績) (実績)

l文化・芸術、スポーツ等の分野で、 57人 64人 82人

全国で活躍する児童・生徒数(全国

3位以上) (年間)

2県指定文化財の新規指定件数(期間 合計 31件 6件
中)くH21~25> くH21~25>

3妻木晩田遺跡来場者数(年間) 33， 032人 28， 027人 33， 220人

4青谷上寺地遺跡展示館来場者数(年 7， 698人 8，427人 9061人

間) 」

(※1) H26全国学力・学習状況調査では該当の質問項目がなかったためデータなし

(※2) 5年に一度の調査
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H30 
目標値

60人

合計 15件

50， 000人

20， 000人



川 条例、規則の制定・改廃

区分

公布・施行年月日 題 名 概 要

IV 附属機関の開催状況

( 1 )鳥取県教育審議会[教育総務課]
年 月 日 主 な 内 声廿旬

26 71 8 i鳥取県教育審議会運営規定の 部改正について

27 2 311会長選任
2諮問:とっとり県民カレッジのあり方及び今後の生涯学習推進施策に

ついて
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[高等学校課]
内容

特別支援教育部会〔特別支援教育課〕
年 月 日 主 な 内 ~ ・
26 5116 発達障がいを含めた障がいのある児童生徒への支援の充実について

26 6125 特別支援学校及び特別支援学級における教育の充実及び環境整備につ
いて

26 7125 特別支援学校を拠点とした県内学校及び保護者に対する支援の在り方
について

26 8126 答申の骨子についての検討(答申案一次検討)
26 9124 答申案についての検討(最終検討)

学校等教育分科会①-1鳥取県教育審議会

[小旦主埜翠J
内容

学校運営分科会
主な

しド
A
A

J
J
 

催開の

会

度
議

昨

審

口

育

一

判

f
d
一

口

凶

一

一

国
内
川
一
|
-
一

取
官
一
!
一

鳥
一
年
一
一

②
)
「
「

1
l

年 月 日 主 な 内 d甘色.

27 2 311とっとり県民カレッジのあり方及び今後の生涯学習推進施策について
2平成27年度社会教育関係団体への補助金について

27 3 411 とっとり県民カレッジのあり方及び今後の生涯学習推進施策について
2学校・家庭・地域の連携による教育支援活動等に関する施策の平成27
L年度事業予定について一一

生涯学習分科会兼社会教育委員会議〔社会教育課〕③鳥取県教育審議会

(2 )鳥取県教科用図書選定審議会[小中学校課]
年 月 日 主 な 内 n廿" 

26 4130 第 1回鳥取県教科用図書選定審議会

l教科用図書の採択に関する事項についての審議

(1)平成27年度に使用する小学校教科用図書の採択基準について

(2)平成27年度に使用する小学校教科用図書の選定に必要な資料について

(3)平成'l7年度に使用する特別支援学校及び特別支援学級における教科用図書

の選定に必要な資料について

(4)平成27年度に使用する特別支援学校及び特別支援学級における教科用図書

(5)市町村教育委員会及び義務教育諸学校(公立の義務教育諸学校を除く)の校

長が採択する場合に県教育委員会が行うべき役割について

(6)県が設置する義務教育諸学校において使用する教科用図書の採択について

26 5130 第2回鳥取県教科用図書選定審議会

l教科書(一般図書)の選定に関する調査研究

26 6110 第3回鳥取県教科用図書選定審議会

l科書(一般図書)の選定に関する調査研究

26 6124 第4回鳥取県教科用図書選定審議会

l教科用図書の採択に関する事項についての審議

」
(1)一般図書選定に必要な資料について
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( 3 )鳥取県就学指導委員会[特別支援教育課]
年 月 日 主 な 内 釘甘』

26 4117 障がい児の障がいの種類及び程度による教育措置の審査(3件)

26 4124 障がい児の障がいの種類及び程度による教育措置の審査(3.件)

5 2 
26 5 114 障がい児の障がいの種類及び程度による教育措置の審査(1件)

26 7123 障がい児の障がいの種類及び程度による教育措置の審査(1件)

26 10 14 障がい児の障がいの種類及び程度による教育措置の審査(1件)

26 10 23 障がい児の障がいの種類及び程度による教育措置の審査並びに就学指導
に関する事項について調査審議(10件)

27 8障がい児の障がいの種類及び程度による教育措置の審査並びに就学指導
に関する事項について調査審議 (47件)

27 1122 障がい児の障がいの種類及び程度による教育措置の審査並びに就学指導
に関する事項について調査審議(16件)

27 3112障がい児の障がいの種類及び程度による教育措置の審査(1件)

( 4 )鳥取県特別支援学校における医療的ケア運営協議会[特別支援教育課]
年 月 日 主 な 内 信甘』

26 10 16 本県における医療的ケアの現状と課題分析について
-頻固な日客疲吸引、カニューレの処置等、医療的ケアの困難性が高い幼
児児童生徒について、校内で学習を行う上での課題について

-医療的ケアの必要な幼児児童生徒が敷地外で学習、校外学習、修学旅
行を行う上での課題について

26 12 9本県における医療的ケアの現状と課題に対する対応案について
-頻回な吸引に対して、日常的に学習場所で吸引を行う場合の体制や環
境の整理

-高度な医療的ケアを必要とする幼児児童生徒の教育の場の検討の在り
方

-敷地外(徒歩圏内)で医療的ケアを安全に実施できる条件及び手)1頂整
理

， 

27 1116 -対応案の検討と方向性のまとめ
-実施要項(改定案)の内容検討

( 5 )鳥取県 ICT活用教育推進協議会[教育センター]
年 月 日 主 な 内 信廿』

26 6 211鳥取県 ICT活用教育推進協議会運営要綱について

26 8 811鳥取県の現状について
2教育への ICT活用について
3本県における実現可能性を踏まえた検討
4教育現場からの意見聴取

26 9 1 11教育への ICT活用について
2本県における実現可能性を踏まえた検討

26 10 14 l提日のとりまとめ

( 6 )鳥取県教職員研修等実施協議会[教育センター]
年 月 日 主 な 内 d廿~ 

26 7117 l平成26年度教職員研修について
2平成26年度教職員研修以外の事業について
3平成26年度業務評価について

26 10 211平成26年度業務評価及び要望等について
2平成27年度教職員研修について
3平成27年度事業について
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(7)鳥取県英語教育推進会議[高等学校課]
年 月 日 主 な 内 n廿" 

26 7131 l 昨年度作成の副教材について
2学習到達目標について

26 8121 1 iillJ教材「シャトルチャット」の活用について
2学習到達目標について

26 10 31 l副教材の活用について
2学習到達目標について
3来年度の取組について

26 11 28 l学習到達目標について
2今年度の反省と課題について

( 8 )鳥取県キャリア教育推進会議[高等学校課]
年 月 日 主 な 内 容

26 10 30 lキャリア教育推進に係る施策提案について
2企業での育成及びキャリア教育活動について

27 2124 l平成27年度のキャリア教育に係る事業についての意見・提案
2体系的なキャリア教育推進計画の作成について

( 9 )鳥取県子どもの読書活動推進委員会 [社会堂宣車J
内容陣|月引 主 な

l 平成26年度の開催なし

， (10) 鳥取県立図書館協議会 [図書館]
年 月 日 主 な 内 H令コ司ー

26 71 8 l平成25年度事業実績について
2平成26年度予算及び事業計画について
3 「鳥取県立図書館の図書館像(改定版)Jにもとづく図書館の評価に
ついて

27 2127 l平成26年度事業の実施状況等について
2平成27年度予算要求状況及び事業計画について
3 「鳥取県立図書館の図書館像(改訂版)Jにもとづく図書館の評価指

標の中間報告について
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(12) 鳥取県文化財保護審議会[文化財課]
l年|月|日| 主 な 内 容

261 51 911審議会の運営について
(1)会長及び副会長の選出

(2)部会所属委員の指名

(3)部会長及び副部会長の選出

2報告事項

(1)県内文化財建造物の国登録について(木島家住宅)

(2)鳥取県指定有形民俗文化財「馬場八幡人形芝居道具J調査報告書について

(3)ウェブPサイト『鳥取伝統芸能アーカイブス』について

(4)文化財の毅損について

マテパシイの北限地帯[智光寺の樹叢] (琴浦町)

(5)文化財課の取り組みについて

261 811111議案

(1)文化財(天然苦己念物)の県指定について

天然記念物(植物) I氷ノ山(ひょうのせん)のキャラボク群落J(若桜町)

(2)文化財(古文書)の指定について

保護文化財(古文書) I新興寺(しんどうじ)文書J(八頭町)
(3)文化財(古文書)の指定について

保護文化財(古文書) I伯者(ほうき)国(こく)八橋(やばせ)郡(ぐん)

上伊勢(かみいせ)村(むら)方∞、た)見(み)神社(じんじゃ)

神職(しんしょく)池(いけ) 本家(もとけ)資料(しりょう)J (鳥取市) J 
ω文化財(考古資料)の指定について

保護文化財(考古資料) I古郡家にこお閉 1号墳出土遺物一括JC鳥取市)
(5)県指定有形民俗文化財の追加指定について

有形民俗文化財「馬場(ば同八幡(はちまん)人形芝居道具J(鳥取市)

2報告事項

(1) I特別天然記念物オオサンショウウオの保護管理指針」の策定について

(2)県内史跡の新規国指定について(琴浦町・大高野官街遺跡)

(3)県内文化財建造物の新規国登録について (3所)

(4)部会、現地調査の活動状況について

(5)文化財課の取り組みについて

271 211711議案

(1)文化財(古文書)の指定について

保護文化財(古文書) I大山寺(だいせんじ)文書J(大山町)
(2)文化財(建造物)の指定について

保護文化財(建造物)r小川家(おがわけ)住宅J(倉吉市)

(3)文化財(名称)の指定について

名勝(庭園) I小川(おがわ)氏(し)庭園J(倉吉市)

2報告事項

(1)鳥取県指定無形文化財「木工芸」保持者認定の解除について

(2)県内有形民俗文化財の新規国登録について (2件)

(3)県内文化財建造物の新規国登録について(1所)

(4)部会、現地調査の活動状況について

(5)文化財課の取り組みについて
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(13)鳥取県立博物館協議会[博物館]
年 月 日 主 な 内 H乍ゴ』ー

26 9112 l平成25年度鳥取県立博物館実施事業について

2平成26年度鳥取県立博物館事業について
3鳥取県立博物館の今後のあり方について

27 911鳥取県立博物館現状・課題検討委員会での検討状況lごついて

2鳥取県立博物館が抱える課題への対応について

27 2110 l鳥取県立博物館現状・課題検討委員会での検討状況について

2新たな施設整備の方策について

3今後の進め方について

27 3 131 l鳥取県立博物館現状・課題検討報告書(案)について

2平成26年度鳥取県立博物館実施事業について

3平成27年度鳥取県立博物館事業について

( 14)鳥取県運動部運動推進委員会[体育保健課]
年 月 日 主 な 内 H甘-

26 9 11 l平成26年度運動部活動推進事業について
2外部指導者を活用した適切な運動部活動について
3外部指導者の確保の現状と問題点について
4今後の委員会の取組について

2711 15 l第 1回委員会で出された意見に対する対応方針について
(外部指導者の確保、指導体制のあり方、研修会等)) 

2平成27年度運動部活動推進事業について

(15)鳥取県学校の防災教育推進委員会[体育保健課]
年 月 日 主 な 内 骨~ 

26 71 25 l報告(1)平脚5年度学校における防災教育推進事業等について

(2) .lJZ.閥6年度学校における防災教育推進事業等について

2協議(1)防災に関する学習悦lJj納・系細住摘について

(2)実践糊銭鶴11腕傍点騨ゲ話局面について

(3)学校における防災教育の描隼について

27 2 911報告(1)平成26年度実践的防災教育総合支援事業の取組と成賠鰻重について

(2)平鵬7年度の防災教育の描隼に向けた取組について

2協義(1)実践的防災教育総合支援事業の鞘猷期切取証と普及について

(2)実践的防災教南港合支援事業の取組における誠邸融に向けて

(羽平成27年度の防災教育の描隼について

(16)心や性の健康問献策協義会[体育保健課]
年 月 日 主 な 内 d甘士'

26 7 311報告(1)鳥明県における思春期限僻慌時襲業体系について

(2)平成26年度心判生の健康問題対策事業について

2協義(1)心や性の健康問皆様事業の円滑な実施に向けて

(2)心科生の健康教育の抱隼について

27 2 511報告(1)第1回の骸正義内容について

(2) H26・27年度心や性の健康問題対策事業等について

(3) H26・27年度関係議謬ミ施事業について

2協議(1)心制生の健康問題嫡理業等の円滑及む効期弛実施に向けて

(2)心や'I等の健康教育の推進について
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(17) 鳥取県子どもの体力向上支援委員会[体育保健課]
年 月 日 主 な 内 n甘h 

26 7125 l児童生徒の体力の課題について
2平成26年度、 27年度の体力向上に係る具体的な取組について

26 10 17 l鳥取県児童生徒の体力の状況について(平成26年度体力調査結果等)
2児童生徒の体力の課題・原因と解決のための具体的な取組について

27 1126 l児童生徒の体力・運動能力向上のための具体的な取組について
2体力っくり報告書について

(18) 鳥取県武道指導推進委員会 [体育保健課]
年 月 日 主 な 内 ?i; 

26 7124 l文部科学省委託事業の説明・実施要項についての確認
2コーディネーターとの連携について
3外部指導者との連携について
4安全で効果的な授業のポイントについて

27 2120 l実施校(外部指導者派遣校)より実施報告
2平成26年度の成果と課題について
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V 参考資料

( 1 )教育行政記録

年|月|日 課
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課

課
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事
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ョ
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261 4 

記事

1トエキスパート教員認定制度6年次(新規認定者を含め94名)を認定

10 1・第 1回県・市町村(学校組合)教育行政連絡協議会

15 1・第 1回高校生マナーアップさわやか運動 (-4/18約5，000人参加)

・第 1回スクールソーシャルワー力一連絡会議

-小中学校人権教育主任研究協議会(-6月)

「常福寺経蔵及び山門J(日南町)、 『絹本着色阿弥陀三尊来迎
図」の県文化財指定

企画展「フィレンツェピッティ宮近代美術館コレクショントス
カーナと近代絵画J (-5/27) 

17 -人権教育研究推進事業連絡協議会

20 -弥生の森講座①「春の自然を味わおう』

22 -全国学力・学習状況調査の実施

23 -市町村人権教育・啓発行政担当者会

25卜高等学校・特別支援学校人権教育主任研究協議会

26 .GWはむきばんだ日和! (-5/6) 

28 -就職支援相談員研修会

30卜第1回鳥取県教科用図書選定審議会

a 

-人権教育研究推進事業連絡協議会

51 1卜鳥取県体力運動能力調査の実施 (-7月) ・報告B月末

8 1・第 1田県立高等学校入試改善研究専門委員会

9卜第1回鳥取県文化財保護審議会

11 1・ 「手話で楽しむおはなし会」を開催 (7月より毎月第4日曜日に開催)

-弥生の森講座②「むきばんだ写生教室J

12卜第4回手話学習教材作成委員会

13卜鳥取大学と鳥取県教育委員会との意見交換会(第11回)

15 I・市町村(学校組合)教育委員会特別支援教育担当者研修会

就学手続き等に係る連絡協議会

16卜教務主任連絡協議会

-鳥取県学習科学セミナー(第 1回)

人権教育課

文化財課

高等学校課

小中学校課
特別支援教育課

人権教育課

体育保健課

高等学校課

文化財課

図書館

文化財課

特別支援教育課

教育総務課

特別支援教育課

特別支援教育課

高等学校課

高等学校課

ー113-



M 年一 月 日 担当課:

26 51 17 -むきばんだジュニアファンクラブ(第1回.結図式、田植え) 文化財課

18 -弥生講座①「弥生土器作りJ 文化財課

19 -進路指導研究協議会(就職の部) 高等学校課

22 -第 1固いじめ・不登校対策本部会議 いじめ・不畳抵組合財蹟センター

24 「高校生まんが王国とっとり応援団」発足式 (49名参加) 高等学校課

29 -第 1回コンブライアンス推進員研修会 教育総務課

-第 1回鳥取県いじめ問題対策連絡協議会 いじめ・不量投組合対揮センクー

-第 1回鳥取県人権教育アドバイザー会議 人権教育課

30 -第2回鳥取県教科用図書選定審議会
小中学校課

特別支援教育課

31 -鳥取県高等学校総合体育大会(-<6月2日). 体育保健課

6 2 -第 1回鳥取県 ICT活用教育推進協議会 教育センター

4 -銃砲刀剣類登録審査会(於:倉吉市) 文化財課

5 -経済4団体への新規高等学校卒業者求人要請訪問 高等学校課

6 -第1回特別支援学校技能検定実施委員会 特別支援教育課

-教科書展示会 (~7/3) 県内5ヶ所 高等学校課

7 -企画展「大殿麟獅子農」 (~7/6) 博物館

8 -高校生海外留学・海外体験説明会 高等学校課

10 -第3凪鳥取県教科用図書選定審議会
小中学校課

特別支援教育課

11 -第 1回就職応援本部(高校部会) 高等学校課

-平成26年度第1回鳥取県文化財保護行政担当者会議(於:琴浦町) 文化財課

13 m 平成26年度手話普及支援員事前説明会 特別支援教育課

14 -むきばんだジュニアファンクラブ(第2回:蚕飼育体験ほか) 文化財課
b 

15 -伝統芸能功労団体賞表彰式(於:鳥取市) 文化財課

17 -鳥取県学習科学セミナー(第2回) 高等学校課

-第 1回鳥取県育英奨学生選考委員会 人権教育課

20 -学校支援ボランティア研修会(全県) 小中学校課

22 -江原道教育庁との教育交流 (10名訪韓) (~6/27) 
小中学校課
品等学校課

23 -特別な支援を必要とする子どもたちの明日を語る会(西部地区) 特別支援教育課

-進路指導研究協議会(進学の部) 高等学校課

小中学校課
24 -第4回鳥取県教科用図書選定審議会 特別支援教育課
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年 月 日 ~è 事 担当課

26 61 24 -第2回特別支援学校技能検定実施委員会 特別支援教育課

27 -家庭教育支援チーム関係者研修会 小中学校課

-第1回県立特別支援学校の通学支援を考える会 特別支援教育課

-学校体育実技講習会(中高等学校対象 鳥取中央育英高校他27人) 体育保健課

28 -土曜自主セミナー(少年鑑別所法~鳥取少年鑑別所を知ろう~) 教育センター

-実験考古学講座①「土器を復元する!J (~6/29) 文化財課

30 -ハラスメン卜対策担当者研修会 教育総務課

-鳥取県性教育・エイズ教育研修会(倉吉体育文化会館108人) 体育保健課

7 -放課後児童クラブ・放課後子ども教室に係る安全管理研修会(中部地区) 小中学校課

平成28年度全国高等学校総合体育大会鳥取県準備委員会設立総会
体育保健課

(第 1回)

平攻成27年度鳥取県立特別支援学校募集要項(幼稚部・高等部・専
科)及び鳥取県立琴の浦高等特別支援学校入学者選抜実施要項 特別支援教育課

説明会(西部会場)

平成27年度鳥取県立特別支援学校募集要項(幼稚部・高等部・専
4 -攻科)及び鳥取県立琴の浦高等特別支援学校入学者選抜実施要項 特別支援教育課

説明会(東部会場)

-特別な支援を必要とする子どもたちの明日を語る会(東部地区) 特別支援教育課

-第 1回相談窓口関係機関連絡会議 いじめ・不"ll!健合対掻センター

-鳥取県学校における防災教育研修会(倉吉体育文化会館58人) 体育保健課

5 -とっとり夢プロジェクト選考会 高等学校課

-発仮調査現地説明会「松原田中遺跡」 文化財課

-第1国鳥取県スポーツ指導者研修会 (7月5目、 6日の2日開催 2日合計168人) 体育保健課

7 -放課後児童合ラブ・放課後子ども教室に係る安全管理研修会(東部地区) 小中学校課

平成27年度鳥取県立特別j支甫援学校募集要項(幼稚部・高等部・専
-攻科)及び鳥取県立琴の 高等特別支援学校入学者選抜実施要項 特別支援教育課
説明会(中部会場)

-特別な支援を必要とする子どもたちの明日を語る会(中部地区) 特別支援教育課

8 -鳥取県教育審議会(第16回) 教育総務課

-第 1回ケータイ・インターネット教育啓発推進協議会(委託) 社会教育課

9 -放課後児童クラブ放課後子ども教室に係る安全管理研修会(西部地区) 小中学校課

11 -第3回特別支援学校技能検定実施委員会 特別支援教育課

「知ろう 1学ぼう!楽しもう!みんなの手話コーナー」を開設 図書館

12 -土曜自主セミナー (QU栂談会) 教育センター

-発掘調査現地説明会「重山古墳群」 文化財課
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|年|月|日 I ぷ戸川へ~......川 J 行|担当認

261 71 17 

19 

-第 1回教職員研修等実施協議会

「高校生まんが王国とっとり応援団J第1回ワークショップ
(8校31名参加)

・第1回とっとりイングりッシュクラブ(中・高校生32人参加、西部)

・むきばんだジュニアファンクラブ(第3回:弥生の土器づくり)

企画展「胸キュン女サンゴ展~私を深海(うみ)につれてって

-J (-8/31) 

・鳥取県中学校総合体育大会 (-7月21日)

22卜江原道教育庁との教育交流 (8名訪韓) (-7/25) 

-南部町合同研究協議会(人権教育)

24 1・ 「たかしまやX高校生夏の文化祭J (-四 2校16作品展示)

・高等学校人権教育推進教員研究協議会

韓国江原外園語教育院教員派遣 (-8/10小学校教員2人、中学校
25卜教 員2人)

「国際交流ライブラリー」開設記念展示「つながるー広がるー世界
と鳥取」を開催 (-8月初日まで)

・来て!見て!!さわって!! !とっとり発掘速報展 東部展 (-7/271

27卜弥生講座②「貝紫染め体験J

28卜第20回鳥取県図書館大会を開催

高等学校における特別な支援を必要とする生徒支援ネットワーク
30 1 .会議(中部地区第1図)

-古代と自然探検隊「カヌー体験」

81 1 1 市町村(学校組合)教育委員会委員研修会

「国際交流ライブラリー」を開設

「児童・生徒の学ぶ意欲を育てる講座J (西部)を開催(米子市)

.弥生の森講座③「昆虫採集」

・弥生の森講座④「夜の昆虫観察会J

・学校体育実技講習会(小学校対象 題詠小学校他88人)

2卜鳥取県 PTA協議会教育懇談会

「高校生まんが王国とっとり応援団」まんが甲子園への派遣
(-8/3 3名参加)

-埋蔵文化財センター「古代まつり」

3卜教員向け講座 自然「石ころ図鑑作成(川原編)J 

4卜 第 1回ネットいじめ学校支援指導者研修会

-第 1回鳥取県 ICT活用教育推進ビジョン策定 PT

-県高等学校教育課程研究協議会 (814、5、8)
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高等学校課

高等学校課

文化財課

博物館

体育保健課

教育総務課

人権教育課

高等学校課

人権教育課

高等学校課

図書館

文化財課

文化財課

図書館

高等学校課

文化財課

教育総務課

図書館

図書館

文化財課

文化財課

体育保健課

小中学校課

高等学校課

文化財課

博物館

いじめー不登校総合対策センター

教育センター

高等学校課



年|月 l日 ~c. 事

英語キャンプ (~8/6 於:船上山少年自然の家 中学生16人、
261 81 4 1・高校生18人参加)

5 1・第 1回同和問題等雇用連絡協議会

6卜学校給食衛生管理講習会(倉吉体育文化会館248人)

7卜教育課程研究集会(中学校)

-妻木晩因遺跡発掘調査委員会

・第 1回鳥取県立博物館現状・課題検討委員会

8卜教育課程研究集会(小学校)

・第2回鳥取県 ICT活用教育推進協議会

1日11" h川yp川

.新規高等学校等卒業予定者就職問題連絡会議

・第 1固とっとり県民カレッジ運営委員会

・第2回鳥取県文化財保護審議会

19卜教育課程研究協議会(幼稚園)

-科学の甲子園Jr県大会

「児童・生徒の学ぶ意欲を育てる講座J (中部)を開催(倉吉市)

20卜小学生一日英語村体験 (8/2018人、 812115人参加 l

「児童・生徒の学ぶ意欲を育てる講座J (東部)を開催(県立図書館)

.銃砲刀剣類登録審査会(於:鳥取市)

-教員のための博物館の日

21卜第1岡県立学校第三者評価委員会

23卜土曜自主セミナー(第2周QU相談会)

24 

・第2固とっとりイングりッシュクラブ(中・高校生13人参加、中部j

-むきばんだジュニアファンクラブ(第4回.石包丁づくり)

「国際交流ライブラリー開設記念講演会 人間いつだって好奇心
~世界遺産は図書館を使うと 2 倍おもしろい~J を開催

25' I 鳥取県学習科学セミナー(第3回)

26卜鳥取県学習科学セミナー(第4回)

| 高等学校における特別な支援を必要とする生徒支援ネットワーク
27 I 

l 会議(東部地区第1回)

28 1・島根大学教育学部と鳥取県教育委員会との連携協力推進協議会

・鳥取県人権教育アドバイザー及び市町村人権教育担当者研修会

31 トロシア・アルセーニエフ沿海地方国立博物館との交流協議 (~9/4)
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高等学校課

高等学校課

体育保健課

小中学校課

文化財課

博物館

小中学校諜

教育センター

高等学校課

高等学校課

社会教育課

文化財課

小中学校課

小中学校謀

図書館

高等学校課

図書館

文化財諜

博物館

高等学校課

教育センター

高等学校課

文化財課

図書館

高等学校課

高等学校課

高等学校課

教育総務課

人権教育課

博物館



年|月|日 叩 記 :事ゥ ヘL...担J当1課日

261 91 1卜第3困鳥取県 ICT活用教育推進協議会

41・鳥取県特別支援学校 PTA連合会の要望を聞く会

7卜第2回鳥取県スポーツ指導者研修会(コカコーぅ̂ *'-'')1¥' -11県民会館87人)

8卜鳥取環境大学と鳥取県教育委員会との連携協力推進協議会

・放課後児童クラブ・放課後子ども教室指導者等研修会

・第1回数員の多忙感解消に掛かる市町村立学校対策WG会議

9ト第2回県立高等学校入試改善研究専門委員会

・第2回高校生マナーアップさわやか運動 (-9/12 約5，000人参加)

11トファシリテータスキルアップ研修会

-第2囲鳥取県立博物館現状・課題検討委員会

12卜平成 26年度第 1回鳥取県立博物館協議会

13 
「高校生まんが王国とっとり応援団」第2回ワークショップ
(8校32名参加)

14 I・高校生英語弁論大会(生徒23人参加)

いきいきライフ応援コーナー開設1周年記念「いきいきリレー講
演会」①を開催(倉吉市)

16卜韓国江原道児童生徒交流団(小・中・高校生等25名訪韓。 -9119)

19卜家庭教育支援者交流研修会(東部地区)

20卜家庭教育支援者交流研修会(西部地区)

・第14回全国障がい者芸術・文化祭とっとり大会特別支援学校合同文化祭

いきいきライフ応援コーナー開設1周年記念「いきいきリレー講
21ト演会J②を開催(米子市)

いきいきライフ応援コーナー開設1周年記念「いきいきリレー講
23ト演会J③を開催(県立図書館)

・むきばんだジュニアファンクラブ(第5回.収穫祭)

-むきばんだまつり

24卜第 1回ハートフルスペース連絡会

26 
『ふるさと未来創造塾J (本物に触れる!-伝統工芸作家による

子どものための製作体験-)①(於:自兎養護学校)

27卜読書アドバイザー研修会(西部会場)

・弥生の森講座⑤「星座観察会」

・サイエンスレクチャー「小林朋道博士講演会」

28 I ケータイ・インターネット教育推進員養成講座①東(委託)

いきいきライフ応援コーナー開設1周年記念「いきいきリレー講

演会』④を開催(南部町)
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年

26 

月 日 言E 事

91 29 
『ふるさと未来創造塾J (本物に触れる!-伝統工芸作家による

子どものための製作体験-)②(於:鳥取市)

担当課

文化財課

101 

30卜第 1回船上山少年自然の家運営委員会 社会教育課

1 1・ 「友だち・恋人・家族といっしょに『図書館に行こう!~キャン
ぺーン」を開催 (-11月初日まで)

図書館

「手話・字幕付図書館紹介DV DJを作成 図書館

2 I・第2回教職員研修等実施協議会 | 教育センタ-

3 I・第 1回大山青年の家運営委員会 | 社会教育課

「新興寺文書J (八頭町)、 「伯雪国八橋郡上伊勢村方見神社神
職j也本家文書J (鳥取市)、古郡家 1号墳出土遺物一括(鳥取 l 文化財課

.市)の県文化財指定、馬場八幡人形芝居道具(鳥取市)の県文化
財追加指定(告示)

4卜土曜自主セミナー(企業経営に学ぶ!働くことの意義とは) I 教育センター

・ケータイ・インターネット教育推進員養成講座①西(委託) I 社会教育課

・鳥取西道路発掘調査・親子体験教室『下坂本清合遺跡J I 文化財課

5 I・ケータイ・インターネット教育推進員養成講座②東(委託) I 社会教育課

7 I・第2回県立特別支援学校の通学支援を考える会 | 特別支援教育課

8卜第2回鳥取県 ICT活用教育推進ビジョン策定 PT I 教育センタ-

9 I '鳥取県・バーモント州青少年交流 (-10/20 アメリカ合衆国 | 高等学校課
生徒21人参加) I 

11トケータイ・インターネット教育推進員養成講座①中(委託) I 社会教育課

12ト鳥取県新指定文化財速報展(於:県立博物館)(-12/14) I 文化財課

14 I・第4回鳥取県 ICT活用教育推進協議会 | 教育センター

15卜第2回鳥取県いじめ問題対策連絡協議会 |いじめ不登校総合対策センター

16卜岩美町合同研究協議会(人権教育) I 人権教育課

17卜鳥取県 ICT活用教育推進協議会提言教育長提出 | 教育センター

18 
「高校生まんが王周とっとり応援団』第3回ワークショップ
(7校26名参加)

-ケータイ・インターネット教育推進員養成講座②西(委託)

.子ども読書アドバイザー研修会(中部会場)

|・むきばんだジュニアファンクラブ(第咽:草木染め体験)

.発掘調査現地説明会「大栴遺跡J

19卜弥生の森講座⑥「秋の実りと木の実工作J

21 l' P T A日韓交流事業(9人受入れ) 川 124)

・第3回鳥取県 ICT活用教育推進ビジョン策定 PT

.第2固とっとり県民カレッジ運営委員会
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高等学校課

社会教育課

社会教育課

文化財課
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261 101 24卜家庭教育支援者交流研修会(中部地区)

11 

「ビジネスライブラリーフォーラム U6次産業化支援から商品開
.発・企業経営支援まで~地域活性化に貢献する公共図書館の可能
性~.!1 Jを開催(倉吉市)

25 I 第3固とっとりイングリツシユクラブ(中 高校生25人参加、東部)

・ケータイ・インターネット教育推進員養成講座②中(委託)

26卜実験考古学講座②「弥生の琴を復元する!J 

・青谷上寺地遺跡発掘調査委員会

27ト鳥取県家庭教育推進協力企業協定証授与式

新規高等学校等卒業予定者就職問題連絡会議・就職受験状況検討
.会議(地区別)東部10/31、中部10/30、西部10/27

「高校生鳥取県クイズ~学校図書館で鳥取発見!~J を開催(~
11月11日まで)

・第3回鳥取県立博物館現状・課題検討委員会

30卜第2回ケータイ・インターネット教育啓発推進協議会(委託)

31卜第2岡県・市町村(学校組合)教育行政連絡協議会

・第1回特別支援学校運動・スポーツ体制整備プロジェヲトチーム会議

高等学校における特別な支援を必要とする生徒支援ネットワーク
会議(西部地区第1回)

「高校生まんが王国とっとり応援団J高知×鳥取 まんが甲子園
1 卜交流試合 (~11/3 高知県 3校13名参加)

・秋篠宮妃殿下・佳子内親王殿下 鳥取県立博物館ご視察 (~11/2)

2卜発掘調査現地説明会「青谷上寺地遺跡J

4ト学力向上推進に係る説明会

県立高等学校入学者選抜実施要項説明会(東部11/7、中部11/6、
西部11/4)

・第2回船上山少年自然の家運営委員会

・韓国国立春川博物館との交流協議 (~11/5)

5卜第2回就職応援本部(高校部会)

7卜来て!見て!!さわって! ! !とっとり発掘速報展中部展 (~11/9)

8卜第4固とっとりイングリッシュクラブ(中・高校生14人参加、西部)

・電子メディアとの付き合い方フォーラム(委託)

・む、きばんだジュニアファンクラブ(第7回:土器で雑炊づくり)

10卜鳥取県幼保小連携カリキュラム推進研修会

I 12卜第2凪鳥取県育莱奨学生選考委員会

13卜土曜授業等実施支援事業連絡協議会
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記事

「弥生の考現学」講座①(於:青谷高等学校)

14卜第2回大山青年の家運営委員会

15 1 子ども読書ア川ザー研修会(東部会場)

・実験考古学講座③「石斧を復元する!J (~11/16) 

・企画展「流体一松本文仁・森田しのぶJ (~12/14) 

.サイエンスレクチャー「川口淳一郎博士講演会」

18 I・高等学校就職支援相談員連絡会議

19 ト県・市町村社会教育主事及び社会教育担当職員研修会 (~11/20)

図書館×鳥取県よろず支援拠点による「ビジネス情報相談会Jを
開催(倉吉市立図書館。以降毎月第3水曜日に開催)

-銃砲刀剣類登録審査会(於:米子市)

20卜市町村教育委員会への鳥取県教育委員会予算説明会

図書館×鳥取県よろず支援拠点による「ビジネス情報相談会」を
開催(県立図書館。以降毎月第3木曜日に開催) ¥ 

図書館×鳥取県よろず支援拠点による「ビジネス情報相談会」を
21卜開催(米子市立図書館。以降毎月第3金曜日に開催)

22 I サイエンスパーク

・第5固とっとりイングリッシュクラブ(中・高校生8人参加、中部)

23卜弥生講座③「カゴづくり』

25卜日吉津村合同研究協議会(人権教育)

26卜 「幼児の成長を育む本の講座J (西部)を開催(米子市)

27卜第2回コンブライアンス推進員研修会

「幼児の成長を育む本の講座J (中部)を開催(倉吉市)

「ふるさと未来創造塾j (本物に触れる!~伝統工芸作家による
子どものための製作体験~)③(於:境港市)

担当課

文化財課

社会教育課

社会教育課

文化財課

博物館

博物館

高等学校課

社会教育課

図書館

文化財課

教育総務課

図書館

図書館

教育センター

高等学校課

文化財課

人権教育課

図書館
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28 I・ 「幼児の成長を育む本の講座J (東部)を開催(県立図書館) I 図書館

-日南町合同研究協議会(人権教育)

121 3 1 鳥取県 ICT活用教育推進協議会提言事務局研修会

.い「弥生の考現学J講座②(於田倉吉農業高等学校)

4卜鳥取県学習科学セミナー(第5回 西部地区開催)

5卜鳥取県学習科学セミナー(第5回 東部地区開催)

・特別資料展「和本でたどる昔の鳥取」を開催 (~1 月 7 日まで)

6卜土曜自主セミナー(メディアリテラシー教育の実践例)

-科学の甲子園鳥取県大会(生徒63人参加)

人権教育課

教育センター

文化財課

高等学校課

高等学校課

図書館

教育センター

高等学校課
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261 121 6 ・とっとり発掘物語展~出土品が語る地域の歴史- (-12/28) 文化財課

7 1 .第3回鳥取県スポーツ指導者研修会(鳥取県立武道館115人) 体育保健課

8 1 .第2回特別支援学校運動・スポーツ体制整備プロジェク卜チーム会議 特別支援教育課

-第3回大山青年の家運営委員会 社会教育課

9 1 .第4回鳥取県 ICT活用教育推進ビジョン策定 PT 教育センター

-第3回船上山少年自然の家運営委員会 社会教育課

10 ・平成26年度第2回鳥取県文化財保護行政担当者会議(於:倉吉市) 文化財課

11 ・鳥取県教育研究大会 小中学校課

-県立琴の浦高等特別支援学校一般入学者選抜 (-12/12) 特別支援教育課

13 ・第 1回スクールソーシャルワーカ日育成研修 小中学校課

-土曜自主セミナー(r学び」を創る) 教育センター

-むきばんだジュニアファンクラブ(第8周:機織り体験) 文化財課

14 ・弥生講座④「機織り」 文化財課

15 ・特別支援コーディネータ及び研修派遣者等フォローアップ研修 高等学校課

特別支援学校技能検定
16 1 .鳥取県特別支援学校技能検定審査委員会 特別支援教育課

-第3回就職応援本部(高校部会) 高等学校課

19 ・第4風鳥取県立博物館現状・課題検討委員会 博物館

25 ・第2回相談窓口関係機関連絡会議 いじめ不副総合嫡センター

271 11 2 ・韓国江原外園語教育院教員派遣 (-1/18高等学校教員2人) 高等学校課

9 ・平成26年度第2回鳥取県立博物館協議会 博物館

10 ・第2回スクールソーシャルワーカー育成研修 小中学校課

13 ・タブレットを使った遠隔手話通訳サービスを開始 図書館

15 ・琴浦町合同研究協議会(人権教育) 人権教育課

17 ・ 「高校生まんが王国とっとり応援団J著名人による講演会及び第 官等学校課
4回ワークショップ (6校18名参加) 同

21 ・高等学校における特別な支援を必要とする生徒支援ネットワーク 官等学校課
会議(東部地区第2回) 同

-社会教育主事講習 [B] (-2/27) 社会教育課

22 ・県立琴の;甫高等特別支援学校再募集入学者選抜 特別支援教育課

L第4回船上山少年自然の家運営委員会 社会教育課

23 ・ 「氷ノ山のキャラボク群落J (若桜町)の県文化財指定(告示) 文化財課

24 ・こども未来フォーラム いじめ不雲伐総合対銃センター
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271 11 24 1・第6固とっとりイングリッシュクラブ(中・高校生13人参加、東部)

25卜江原道教育庁との次年度教育交流事業実務協議 (5名受入) (~1I27) 

「国際交流ライブラリー講演会~本でひらこう世界への扉~J ①
『韓国ソウルにおける「街歩き観光」のたのしみ』を開催(米子

市)

27卜高等学校特別支援教育研修会

29卜 第2回同和問題等雇用連絡協議会

「弥生の考現学J講座③〔於.倉吉農業高等学校)

31 1.高校生理数課題研究等発表会(生徒30人参加)

21 1卜土曜授業等推進フォーラム

2 1・第5回鳥取県立博物館現状・課題検討委員会

3 1・鳥取県教育審議会(第17回)

むきばんだ巡回展示 rGOGO発見!体験!むきばんだJ (於.
倉吉市) (~2/8) 

・鳥取県学校安全(交通安全・防犯)研修会(とりぎん文化会館64人)

4卜銃砲刀剣類登録審査会(於:鳥取市)

5卜専門高校活動成果発表大会(生徒約270人参加)

・第4回大山青年の家運営委員会

「闘病記文庫コーナー~病気と向き合うあなたと家族のために
~J をリニューアル

7 1・第3図スクールソーシャルワーカー育成研修

8卜第4回鳥取県スポーツ指導者研修会(倉吉体育文化会館97人)

10 I 県立高等学校推薦入学者選抜

・平成26年度第3回鳥取県立博物館協議会

むきばんだ巡回展示 rGOGO発見!体験!むきばんだJ (大山
11 1・町) (~2/18) 

「高校生まんが王国とっとり応援団」作品展示
(~2/25 6校21作品)

13卜鳥取県教育センター研究発表会

12 

16卜体育主任等連絡協議会(倉吉体育文化会館約200人)

17卜地域による学校支援に関する研修会

• ICTを活用した学びの支援事業職員研修会

「通販サイトと図書館を活用して、売り上げを伸ばす方法(入門
編)Jを開催(倉吉市)

-第3回鳥取県文化財保護審議会

18ト第2回ハートフルスペース連絡会
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図書館

高等学校課

高等学校課

文化財課

高等学校課

小中学校課

1専物館

教育総務課

文化財課

体育保健課

文化財課

高等学校課

社会教育課

図書館

小中学校課

体育保健課

高等学校課

博物館

文化財課

高等学校課

教育センター

体育保健課

小中学校課

特別支援教育課

図書館

文化財課

いじめー不霊位総合対篠センター
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27 21 19 -第3固県立高等学校入試改善研究専門委員会 高等学校課

-エキスパート教員育成事業報告会 高等学校課

20 -第2回県立学校第三者評価委員会 高等学校課

21 土レ曜ツ自ト端主末セ初ミ級ナ活用(法苦」手意)識のある人のための「授業でのタブ 教育センター

企画展「知られざるプロダクトデザイナー小島基と戦後鳥取の産 博物館
業工芸J (-3/22) 

22 
「国際交流ライブラリー講演会~本でひらこう世界への扉-J②
『多文化絵本を楽しむ』を開催(倉吉市)

図書館内

-考古学講座「トークプレイスJ 文化財課

23 -第2回スクールソーシャルワー力一連絡会議 高等学校課

-第3回とっとり県民カレッジ運営委員会 社会教育課

-人権教育研究推進事業連絡協議会
. 

人権教育課

24 
むきばんだ巡回展示 rGOGO発見!体験!むきばんだJ① 文化財課
(於.鳥取市) (-2/28) 

25 -第2回教員の多忙感解消に掛かる市町村立学校対策WG会議 小中学校課

小中学校課

27 -エキスパート教員選考委員会 特別支援教育課
高等学校課

-鳥取・島根連携講座連絡協議会 教育センター

3 -市町村人権教育行政担当者会 人権教育課

4 -第3回鳥取県いじめ問題対策連絡協議会 いじめ・不畳紙総合対篇センター

5 
平成27年度鳥取県立特別支媛学校(幼稚部・高等部・専攻科)入 特別支援教育課

.学者募集及び一般入学者選抜

-県立高等学校一般入学者選抜 (-3/6) 高等学校課

6 -第5囲手話学習教材作成委員会 特別支援教育課

7 -む、きばんだジュニアファンクラブ(第9回:餅っき、修了式) 文化財課

むきばんだ巡回展示 rGOGO発見!体験!むきばんだ」② 文化財課
(於:米子市) (-3/17) 

8 -実験考古学講座④「弥生の森を育てる!J 文化財課

11 -妻木晩田遺跡発掘調査委員会 文化財課

14 
第 6困青谷上寺地遺跡フォーラム「人・もの・心を運ぶ~青谷上 文化財課
寺地遺跡の交流をさぐる-J

15 
世界で学ぶ!高校生海外体験推進事業 (-3122 韓国、シンガ

.ポール生徒27人参加、含む英語弁論・理数課題研究等優秀者)
高等学校課

「国際交流ライブラリー講演会~本でひらこう世界への扉-J③ 図書館
『赤毛のアンの世界へょうこそ』を開催(県立図書館)

16 -第2回手話普及支援員説明会 (-3/18) 特別支援教育課

18 
高等学校における特別な支援を必要とする生徒支援ネットワーク 高等学校課
会議(中部地区第2回)
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27 31 19 -第3回ケータイ・インターネット教育啓発推進協議会(委託) 社会教育課

むきばんだ巡回展示 rGOGO発見!体験!むきばんだJ (米子
文化財課

市児童文化センター) (~4/2) 

20卜青谷上寺地遺跡発掘調査委員会 文化財課

23 I・平成27年度鳥取県立鳥取盲学校高等部保健理療科及び専攻科理療
科再募集入学者選抜

特別支援教育課

-県立高等学校再募集入学者選抜 高等学校課。

-第6周鳥取県立博物館現状・課題検討委員会 博物館

‘・ I 24卜平成27年度「鳥取県の子どもたちの未来のための教育に関する協|
教育総務課

約J調印式

「高校生まんが王国とっとり応援団」緯固訪問
高等学校課

(~3/27 江原アニメーション高校 生徒9名参加)

小中学校課
25 I・エキスパート教員認定式 特別支援教育課

高等学校課

26卜郷土出身文学者シリーズ「とっとり文学の情景」を発行 図書館

平成28年度全国高等学校総合体育大会鳥取県準備委員会(第2
体育保健課

回)

31卜平成26年度第4閲鳥取県立博物館協議会 博物館
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(2 )教育委員会等の開催概要

①教育委員会(年 12回開催)
f 

@月15日| 議 案( l件) rl.平成26年度鳥取県教科用図書選定審議会への諮問についてj

報告事項( 15件) 「平成26年度エキスパート教員の認定及びエキスパート教員ステップアッ

プ事業についてJ外14件

lli月20日| 議 案( 4件) q平成27年度鳥取県立高等特別支援学校入学者選抜方針について」

r2 平成26年度鳥取県立特別支援学校(幼稚部・高等部・専攻科)

入学者募集及び選抜方針について」

r3.平成27年度鳥取県立高等学校入学者選抜方針について」

r 4.公立学校教職員の懲戒処分について」
.困

報告事項( 12件) 「平成27年度鳥取県公立学校教員採用候補者選考試験実施要項につ

いてj 外11件

ffi月3日i E義 案( 3件) rl鳥取県文化財保護審議会への諮問についてJ
r2鳥取県教育審議会委員兼鳥取県社会教育委員の任命について」

r3鳥取県教育審議会委員の任命について」

報告事項(. 9件) 「いじめ不登校対策本部会議及びいじめ問題対策連絡協議会の概要につい

て」外8件

17月15日l 議 案( l件) rl.鳥取県文化財保護審議会への諮問について」

報告事項( 18件) 「平成26年度鳥取県教科用図書選定審議会の第 l次・第2次答申に

ついてj 外17件

~月 8 日| 議 案( 6件) rl平成25年度教育行政の点検及び評価についてJ
r2.鳥取県立学校管理規則の一部改正について」

r3平成27年度鳥取県立高等学校募集生徒数について」

r4鳥取県文化財保護審議会への諮問についてj

r5鳥取県就学指導委員会委員の任命について」

r6.鳥取県立図書館協議会委員の任命について」

報告事項( 13件) 「第4回鳥取県教育審議会学校等教育分科会特別支援教育部会の概要につい

てJ外12件
協議事項( l件) rl平成26年度全国学力・学習状況調査結果の公表についてJ

a月5日| 議 案( 2件) rl文化財の県指定について」

r2鳥取県教育審議会委員の任命についてJ

報告事項( 13件) 「適正な経理処理の確保に向けた点検結果(平成26年度結果)について」

外12件
協議事項( 1件) rl.平成27年度国の概算要求に対する県の対応状況について」

|10月20日| 議 案( 3件) q鳥取県文化財保護審議会への諮問についてJ
r2.平成26年度鳥取県教育委員会表彰について」

r3.鳥取県教育審議会委員兼鳥取県社会教育委員の任命についてJ

報告事項( 17件) 「平成27年度鳥取県公立学校教員採用候補者選考試験についてJ

外16件
協議事項( 2件) rl.次代を担う生徒を育成するための魅力と活力にあふれる本県高等学校

教育の在り方に係る鳥取県教育審議会答申について」

r2鳥取県における今後の特別支援教育の在り方に関する鳥取県教育審議

会答申について」

i11月10日| i義 案( 3件) rl.平成26年度末公立学校教職員人事異動方針について」

r2鳥取県文化財保護審議会への諮問についてJ
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f3公立学校教職員の懲戒処分について」

報告事項( 8件) fいじめ・不登校対策本部会議及び鳥取県いじめ向題対策連絡協議会の概

要について」外 7件

協議事項( 1件) f 1.とっとり県民カレッジのあり方及び今後の生涯学習推進施策についてJ

112m2 sl 議 案( 4件) f 1公立学校教職員の懲戒処分について」

11月19日|

12月9日|

~月 16 日|

報告事項( 10件)

協議事項( 1件)

議 案( 2件)

報告事項( 5件)

議 案( 3件)

報告事項( 10件)

協議事項( 2件)

議 案( 18件)

f2.平成28年度県立高等学校の学級減及び学科改編について」

f3鳥取県教育審議会への諮問について」

f4.文化財の県指定について」

「鳥取県特別支援学校技能検定の実施結果についてJ外 9件

fl.平成26年度アクションプラン中間評価(案)について」

f1委員長の選出について」

f2.委員長職務代行者の指定についてJ

「鳥取県 ICT活用教育推進ビジョンのパブリックコメントについて」

外4件

f1平成27年度鳥取県公立小・中・特別支援学校学級編制基準について」

f2.鳥取県銃砲刀剣類登録審査委員の任命について」

f3鳥取県教育審議会委員兼社会教育委員の任命について」

「土曜授業等推進フォーラムの概要について」外9件

fl.平成27年度教育振興協約(案)についてJ
f2土曜授業等について」

fl.教育委員会事務部局人事(課長級以上)について」

r2.市町村(学校組合)立学校長人事について」

f3.県立特別支援学校長人事について」

f4県立特別支援学校事務長(課長相当職)八事についてJ
f5.県立高等学校長人事について」

f6.県立高等学校事務長(課長相当職)人事について」

r7平成27年度鳥取県教科用図書選定審議会委員の任命についてJ

f8.欠番J
f9.欠番」

f 1 0田平成27年度アクションプランについて」

fllみんなが子育てに携わるための鳥取県教職員プラン(鳥取県教育委員

会特定事業主行動計画)についてJ

f 12平成27年4月1日の教育委員会規則の整備に関する規則の新設につい

て」

f 13鳥取県教育委員会事務処理権限規程の一部改正について」

f 14.鳥取県教科用図書選定審議会の組織及び運営に関する規則の一部改正

について」

f15鳥取県 ICT活用教育推進ビジョンの策定についてJ

f 16.単位制による全日制等の課程の運営の特例に関する規則の改正につい

て」

fI7鳥取県高等学校現業職員労働組合との労働協約の一部改訂について」

f 18.現業職員の給与に関する規則の一部改正について」

f 19文化財の県指定について」

f20鳥取県文化財保護審議会への諮問について」

報告事項( 17件) f教育委員会事務部局人事について」外16件

②臨時教育委員会(1回開催)

13Fl24s1 議案 ( 4件) f 1平成27年度教育振興協約の締結についてJ
f2.公立学校教職員の懲戒処分について」

f3.公立学校教職員の懲戒処分についてJ
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r 4.公立学校教職員の懲戒処分について」

③委員研修会(年3回開催)

マ4月15日
マ6月3日

" 8月8日

「平成26年度教育委員会事務局主要懸案事項」

「教育課程の編成について」

「佐世保市高校 1年生同級生殺害事件について」

④委員協議会(年17回開催)
可昆

マ4月15日「平成25年度点検評価の教育委員の自己評価案について」外4件

" 5月初日「日野高等学校の魅力づくりについて」外6件

" 6月3日「全国体力・運動能力、運動習慣等調査に係る調査結果の取り扱いについて」

外4件

マ 7月15日 rr平成25年度教育行政の点検及び評価(案)Jについて」外6件

マ8月8日「平成30年度までの県立高等学校の学級減及び学科改編について」外5件

マ 9月 1日「教育協働会議について」

" 9月5日「平成26年度鳥取県教育委員会表彰について」外3件

" 9月18日「県立学校生徒の状況について」

マ10月初日「就学支援体制の見直しについて」外8件

マ11月10日「公立学校教職員の不祥事について」外4件

マ11月21日「県立学校生徒の状況について」

マ12月22日「教育協働会議について」外8件

" 1月19日「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整理についてJ外4件

マ 2月9日「平成27年度「アクションプランJについて」外5件

マ 3月8日「教育委員会事務部局人事(課長級以上)についてJ外 5件

マ3月16日「平成26年度点検評価の教育委員の自己評価案について」外3件

マ3月24日「公立学校教職員の不祥事について」
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(3)刊行物一覧

名 称 課・所名 発行時期 発行部数 頁 数

教育だより「とっとり夢ひろばJ(72号-76号) 教育総務課 年5回 518，500 8 

心とからだいきいきキャンペーン啓発下敷き 教育総務課 H26.9 5，100 

「とっとりの教育」臼本語・英語版 教育総務課 H26.11 300 8 

「とっとりの教育」日本語岡韓国語版 教育総務課 H26目11 300 8 

。みんなでつくろう!とっとりの学び一平成26年度全国
学力・学習状況調査からー(小学校児童・家庭用)

小中学校課 H26.12 33，800 2 

みんなでつくろう!とっとりの学び一平成26年度全国
小中学校課 H26.12 17，500 2 

学力・学習状況調査からー(中学校生徒'家庭用)

みんなでつくろう!とっとりの学び一平成26年度全国
小中学校課 H26.12 6，350 6 

学力・学習状況調査からー(教師用)

小学生スタートブック 小中学校課 H26.12 6，000 8 

鳥取県家庭教育推進協力企業制度啓発リーフレット 小中学校課 H26.10 3，200 4 

参加型研修会啓発リーフレット 小中学校課 H27.3 5，000 2 

「遊びきる子どもをめざして」保護者版リーフレット 小中学校課 H26.10 55，000 2 

手話ハンド、フ・ツク(活用編) 特別支援教育課 H26.7 80，000 76 

手話ハンドブックDVD(入門&活用編) 特別支援教育課 H26.9 300 

手話クリアファイル(鳥取県のt也名) 特別支援教育課 H27.2 80，000 

技能検定(清掃部門)のてびきDVD 特別支援教育課 H26.9 35 

改訂版本人・保護者・学校等のための個別の教育支 特別支援教育課 H27.3 1，500 36 
援計画~作成・活用マニュアル~

不登校の理解と支援のための教職員研修資料 いじめ不畳校総合対東センター H27.3 10，000 26 
「あした、また学校でillJ

相談窓口案内クリアフォルダー いじめ・不畳校総合対量センター H27.3 68，000 

教育相談リーフレツト 教育センター H27.3 4，500 4 

。
平成27年度「高校ガイドJ 高等学校課 H26.7 7，400 16 

中学校進路指導資料「輝け!夢J(平成26年度版) 高等学校課 H26.10 7，450 128 

高校生まんが王国とっとり応援団合同作品集とりコレ増刊号 高等学校課 H27. 2 150 72 

高等学校における特別支援教育の手引き 高等学校課 H27.3 200 62 

未来をひらく鳥取学J学習ノート(委託) 社会教育課 H26.4 800 24 

生涯学習とっとり(委託) 社会教育課 年日回 4，200 30 

ケ-51イ・イン告ーネット教育啓発リーフレット小学校版(委託) 社会教育課 H26.12 22，000 4 

ケ-51イ・インヲーネット教育啓発リーフレット中学校版(委託) 社会教育課 H26.12 30，000 4 

「未来をひらく鳥取学J記録集(委託) 社会教育課 H27.3 800 38 
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名 ゾ称

廷る弥生の国邑妻木晩田遺跡(改訂版)

妻木晩田遺跡発掘調査研究年報2014

鳥取県立むきばんだ史跡公園年報2013

調査研究紀要6

青谷上寺地遺跡発掘調査研究年報2014

鳥取県埋蔵文化財センター調査報告書60

青谷上寺地遺跡出土品調査研究報告10石器(1) 

第6回青谷上寺地遺跡、フォーラム人・もの・心を運ぶ船

鳥取県文化財調査報告書第二O集

弥生から現代を知る弥生のふしぎ新聞(プレ号)

弥生から現代を知る弥生のふしぎ新聞(1号)

弥生から現代を知る弥生のふしぎ新聞(2号)

山陰史跡ガイドフ、ツク4(改訂版)(増刷)

青谷上寺地遺跡パンフレット(増刷)

企画展「大限麟獅子展」図録

鳥取県立博物館ニュース⑬

企画展「流体ー松本文仁・森田しのぶJ図録

企画展「知られざるプロダクトデザイナー小島基と戦後
鳥取の産業工芸J図録

鳥取県立博物館ニュース⑬

山陰海岸の身近なj毎の生きものガイドブック

子どもの体力向上推進モデル校実践事業リーフレット

平成26年度児童生徒の体力っくり 、

名

一

課

課

課

課

課

課

課

課

課

課

課

課

果

果

課

課

所

一

財

財

財

財

財

財

財

財

財

財

財

財

財

財

畑

糊

鳩

糊

欄

糊

雄

一

概

一

レ

』

レ

じ

レ

U

レ

じ

レ
lu

レト
M

レ

じ

レ

』

レ

じ

晶

T

川
4
』

崎

T

岬
T

ホ
f

地
T

J

1

一

{

イ

{

イ

イ

イ

{

イ

イ

イ

イ

{

イ

{

専

専

等

専

専

博

育

育

課

一

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

1

本

体

発行時期|発行部数

H27.1 I 500 

H27.3 450 

頁数

33 

60 

60 

68 

30 

j
I
l
p
 

n
n
u
a
a
・

n

u

n

U

 

の
4

η

4

56 

60 

1

1

1

 

0

0

0

0

n

u

 

aa『

n
u

8 

112 

120 

n

o

n

u

n

O

 

R
V
 

122 
o. 

ー130-

H27.3 

H27目 3

H27.3 

300 

500 

600 

H27.2 I 600 

n

u

n

u

n

u

n

u

 

n

u

n

u

n

u

n

u

 

n

u

q

u

n

U

F

O

 

仏

2

-
内

d

内

φ

η

d

a

ι

T

l

l

・

-

1

7

7

 

の
J
』

内

〆

H

n

J

H

のノ』

U

H

U

H

U

H

U

H

 

E主



‘、J

‘C乙P

。



。

唱、 、“

t 

ν 


